
		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				第3部
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				ユニクロには、

				流行に左右されず、

				けれども、決して古びることのない、

				長い間、作り続けている普通の服がある。

				品揃えの中では、

				とても地味で目立たない存在である。

				コマーシャルにもあまり出てこない。

				それらは、ユニクロが、

				もっと快適に、もっと丈夫に、

				もっと上質であることを、

				長年、愛情を込めて追求したものだ。

				それらは、ユニクロの人格と姿勢が、

				目に見えるかたちになったものであり、

				丹精に育てているものだ。

				昨日よりも今日を、今日よりも明日と。

				手にとり、着てみると、

				あたかも友だちのように、

				その服は、私たちに、

				こう問いかけてくる。

				豊かで、上質な暮らしとは、

				どんな暮らしなのか？

				どんなふうに今日を過ごすのか？

				あなたにとってのしあわせとは何か？と。

				そんな服が、今までこの世界に、

				あっただろうかと驚く自分がいる。

				ユニクロのプリンシプル（きほん）とは何か？

				ユニクロは、なぜ服を、

				LifeWearと呼んでいるのだろう？

				LifeWearとは、どんな服なのだろう？

				ここでは、LifeWearの、

				根っこを見る、知る、伝える。

				そして、LifeWearと、自分にまつわる、

				ストーリーを書いていきたい。

				LifeWear Story 100は、

				LifeWearと僕の、旅の物語になるだろう。

				松浦弥太郎

			

		

		
			
				LifeWear Story 100とは。

			

		

		
			
				
					エッセイスト、編集者。1965年東京生まれ。

					2005年から15年3月まで、約9年間、創業者大橋鎭子のもとで『暮しの手帖』の編集長を務め、その後、ウェブメディア「くらしのきほん」を立ち上げる。現在は（株）おいしい健康の取締役に就任。数々のメディアで、高い審美眼による豊かで上質な暮らし提案に努めている。新聞、雑誌の連載の他、著書多数。ベストセラーに「今日もていねいに」「しごとのきほん　くらしのきほん１００」他多数。NHKラジオ第一「かれんスタイル」のパーソナリティとしても活躍。
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				アメリカン・クラシックを

				二十一歳になったばかりの冬の日、吹雪が舞うニューヨークを歩き回って、冷えた身体をあたためようと、イーストヴィレッジのストランド書店に飛び込んだ。

				その頃はまだオーナーのフレッドさんがレジの近くに座っていて、ひっきりなしに訪れる客の中から知る人を見つけると、手を上げて挨拶をしていた。

				フレッドさんとは、ある希少本のやりとりで知り合った。それ以来、店を訪れる僕を見つけると「やあ」といつものように手を上げて、「今日は何を見つけたんだい」と声をかけてくれた。

				ある日、フレッドさんの紹介で、アート本の著名なコレクターに会うことになった。「きちんとした格好をしていくといい」とフレッドさんはいった。そういわれて、何を着たらよいかわからず困っていると、「スーツを着るといい」といって、一冊の写真集を見せてくれた。

				写真集は、ロバート・F・ケネディの選挙キャンペーンを記録した一冊だった。トラディショナルなスーツ姿のロバート・F・ケネディの、きちんとしながらも堅苦しくない若々しいスーツの着こなしが満載で、見方によっては、アメリカン・クラシックの教科書のようだった。
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				その中に、ネイビーのスーツに、セミワイドスプレットの白いシャツ、ダークネイビーのネクタイを締めたロバート・F・ケネディが、どこかのクラブハウスでくつろいでいる写真があった。僕はなんてかっこいいんだろうと惚れ惚れした。

				言うまでもない。ロバート・F・ケネディが僕のファッションのお手本になった。人と会うときやビジネスシーンにおいて、スーツを着るときはなおさらだ。

				話は脱線するが、その写真集を読んで知った「未来は与えられるものではない。それは、達成するものだ」というロバート・F・ケネディが残した有名な言葉がある。この言葉は、二十代の僕の、どれだけ力強い励みになったかわからない。

				アメリカン・クラシックを偏愛した僕が学んだスーツの心得を書いてみよう。

				スーツのきほん

				最も大事なのは髪型だ。スーツを着こなすには、きちんと整えられた髪型でなければならない。どんなに上等なスーツを着ていても、だらしない髪型をしていたらすべて台無しになる。普段着であれば、それもひとつのスタイルかもしれない。けれども、スーツを着るときは、整った髪型が必須である。無精髭や伸びた爪なども論外。清潔感を心がけよう。

				最近はタイトフットなスーツが人気だが、それはスーツと身体のサイズが合ってのこと。必要以上にタイトなスーツを選んではいけない。家に帰って早くスーツを脱ぎたい。そんなふうに窮屈に感じるスーツであっては残念だ。ぴったりより、ほんの少しだけ余裕があるサイズ感によってスーツに威厳が加わる。色はネイビーかグレーがいい。

				ネクタイは、レジメンタルか無地がおすすめだ。何本も持たないなら、無地のネイビーとグレーが一本ずつあればいいだろう。個人的には、ネイビーのスーツにネイビーのネクタイという同色のシックな組み合わせが好きだ。地味だが実はいちばんノーブル。

				スーツは胸から上のバランスが大切。ジャケットのラペルの幅と、同じ幅くらいのネクタイを選ぶ。幅広のラペルに幅の狭いネクタイや、狭いラペルに幅広のネクタイではバランスが悪くなる。結び方はプレーンノットでもいいが緩みやすいのでしっかり締める。僕はいつも胸ポケットに白いポケットチーフをいれている。これで上半身はきゅっと締まる。
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				スラックスのシルエットは丈の長さが左右する。長すぎても短すぎても、せっかくの美しいテーパードが崩れてしまう。必ず靴をはいて採寸してもらおう。ダブルはクッションなしで靴の甲に触れるくらい。シングルはわずかにクッションがあったほうがいい。ウエストの位置をしっかり決めて、ポケットに手をいれた時に、パンツの丈が短くなって足首が見えてしまわないように注意する。

				スーツの着こなしで大切なことにソックスがある。立っているときは見えないが、座った途端に、スーツや靴の色に合っていないソックスが見えてしまって、恥ずかしい思いをしてはならない。基本は無地の黒、ネイビー、グレーを揃えておく。できればスーツと同じ色を選ぶこと。座って足を組んだ時、すね毛が見えないように長めのソックスを選ぶと安心だ。

				最後に、スーツは手入れをしてこそ美しさが保てる服である。着た後にハンガーにかけてみると、背中や肩周り、肘の内側などシワがあり、スラックスのひざ裏にもシワができているだろう。ていねいにブラッシングをしてほこりを落とし、アイロンをあててシワを取ることを忘れてはいけない。結びシワのあるネクタイもしかり。
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					袖口のバランスを

					手を下げた時、ジャケットの袖からシャツが１センチほど見えるバランスに整える。袖裏のストレッチ素材で動きやすく。
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					しなやかさと耐久性

					打ち込みがしっかりした、しなやかで耐久性の高い生地「Super110'sウール」を98％使用。内側には機能的なポケットを採用。
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					動きやすさと快適さを

					裏地を肩の後ろで交差させた「観音仕立て」にすることで、肩と腕の動きやすさがアップ。ジャケットは着丈も重要なので注意。
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					絶妙なVゾーン

					ラペルの大きさやかたちは絶妙のバランスに。上襟と下襟を区切るゴージラインの位置は、すっきり見えるバランスの位置に。
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					感動ジャケットを

					スーツを着ない日は、感動ジャケット（ウルトラライト）のセットアップがいつしか定番になっている。軽くて動きやすく、夏はTシャツ、春はシャツ、秋冬はニットというようにインナーを選ばないので、仕事着として万能な一着だ。旅行にも感動ジャケットのセットアップは必ず持っていく。

					同素材のパンツは、あえて長めのレングスを選び、二回ほどロールアップして短めではいている。足元はスニーカーでもいいが、全体的にカジュアルなので、ストレートチップでバランスをとる。

					どんなファッションにも仕上げがある。それは、まっすぐに背筋を伸ばして胸を張った姿勢である。そして笑顔。冬のおしゃれは姿勢良く歩くこと。夏のおしゃれは清潔な素肌。これを心得たい。
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					スラックスをロールアップ

					ベリーショートソックスで、ドレッシーなストレートチップをはく。カジュアルなセットアップでも足元をエレガンスに。
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					インナーにはニットを

					感動ジャケットには、エクストラファインメリノのクルーネックニットを着る。ビジネスの場でも、最近はこれが僕の定番。

				

			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				10

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					上から時計回りに

					ストレッチウールジャケット（スリム・オールシーズン）¥12,900 ＋消費税

					ストレッチウールパンツ（オールシーズン）¥5,990 ＋消費税

					ネクタイ¥1,500 ＋消費税

					ファインクロスブロードシャツ（レギュラーカラー・長袖）¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					スーツを着ると、

					自信が湧いてくる。

					チャレンジしたくなる。
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					2018.12.25
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					上から時計回りに

					感動ジャケット（ウルトラライト・コットンライク）¥5,990 ＋消費税

					感動パンツ（ウルトラライト・コットンライク）¥3,990 ＋消費税

					エクストラファインメリノクルーネックセーター（長袖）¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					シンプルで上質、

					軽くて、動きやすい。

					究極の普段着。
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				WOMEN

				コットンカシミヤ

				セーター

			

		

		
			
				あの日あの時の

				たしかここにあったはず……。

				ある朝、目が覚めた時、ベッドから起きてすぐに、クローゼットの奥に頭を入れて、折り畳まれた服の中から、一枚のニットを探しあてた。

				朝方、ぼんやりしていたのでそれが夢なのか、ただの記憶の思い出し（フラッシュバックともいう）なのかわからなかったけれど、グレーのニットを着て、冬から春に変わる頃のセントラルパークを歩いている自分の姿が、まるで映画を観ているように頭に浮かび上がった。

				それと同時に、そのグレーのニットが、クローゼットのどこにしまっていたのかを思い出し、寝ぼけまなこでほんとうにそこにあるのか確かめたくなった。

				「あった、あった」と、ニットがちゃんとそこにしまってあったので安心して、そのニットを手にしたまま、もう一度ベッドで横になった。

				ニットはコットンにカシミヤをブレンドしたもので、カジュアル過ぎない上質さが気に入り、ニューヨークではずいぶん世話になった一着だった。

				おもむろに鼻を近づけてみると、気のせいかもしれないが、懐かしいあの頃の匂いが残っていて、いろいろな記憶が甦った。
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				このニットがそのすべてを知っている。
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				この匂いはきっと……。彼女の匂い。そして、あの頃よく飲んだハーブティーの匂い。七十四丁目の小さなアパートの少しだけ薬品っぽい匂い。そんな断片的な匂いがいろいろと混ざりあった、とにかくそれは、しばらく記憶の外にあった匂いだった。

				ベッドに横になったまま、窓の外の景色に目をやると、すがすがしい朝の青空が見えた。きらきらした陽射しが眩しい。

				「この空は遠くのどこであってもつながっている」。

				そんな声が耳の奥から聴こえてきた。空を見るのが大好きな彼女は、両手を広げて、よくそういっていた。

				僕はためいきをひとつついて、丸めて抱えていたニットに顔をうずめ、ほのかに香るあの頃の匂いから蘇る、あの日あの時のニューヨークの記憶に浸った。

				「あれからもう十年も経つのか……」

				肩を出して、横で寝息を立てている彼女にブランケットをかけてあげると、「まぶしいからカーテンをしめて……」といった。

				時計を見ると、そろそろ子どもたちを起こさないといけない時間だった。

				窓の外に広がる青空はほんとうにきれいだった。

				今日はこのニットを着て出かけよう。横にいる彼女を後ろから抱きしめながら、そう思った。

				仲良くすること

				二人いる小さな子どもたちをどうやって育てたらいいのだろう。子育てをしながら、ずっと思い悩んでいることだった。

				そんなふうに悩んでいたとき、元気づけてくれた知人がいた。

				「ちいさい子どもにとって、もっとも大切なのは、限りない安心感です。子どもにとっての安心とはなにか。それはおかあさんとおとうさんがいつも仲良くしていること。仲睦まじくしあわせそうにしていること。できるかぎり夫婦が仲良くしている姿や様子を、子どもたちに見せてあげることです。そうすれば安心して育つのです」

				自分が小さかった頃のことを思い出した。

				両親は共働きで、ひとつ年上の姉と僕の四人家族だった。うちのおとうさんとおかあさんは、朝から晩まで、どうしてこんなに忙しいのだろうと、毎日のように僕は思っていた。

				そんな日々であっても週末の土日は特別だった。

				休日になると、見ていて気恥ずかしくなるほど、父と母は仲良くなるのだ。たとえば、家族で出かけた時など、父と母は必ず手をつないで歩いた。父は母に優しく接し、母もそんな父に甘えたりして、普段の日とは別人のように、
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				いたって穏やかに過ごしていた。だからか、僕と姉は土日が大好きだった。父と母の仲良くしている姿は安心そのものだったからだ。

				「子どもが一番安心感を抱くのは、おとうさんとおかあさんが仲良くしている時だね。子どもの頃、僕もほんとにそうだった。嬉しかった記憶がある」

				彼女にそういうと、「そうね。ほんとうにそう思うわ。私たちがいつも仲良くしていることが、子どもたちにしてあげられる一番のことかもね」といった。

				「あら、懐かしいニット着てるね。それはたしかヴィレッジで買ったんじゃなかったっけ？」

				「そうそう、クローゼットの奥にずっとしまってあったのを今朝思い出したんだ。袖を通してみたら、まだ着れると思って」

				「似合ってるわ」と彼女はいった。

				「このニット、気のせいかもしれないけれど、懐かしい匂いがする」

				「あの日、あなたがこのニットを着ていたのを覚えているわ。あなたは走り回って、私を探してくれたのよね。懐かしい……」

				僕らにとって奇跡のようなあの日あの時。このニットがそのすべてを知っている。
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					やわらかな着心地と上品な風合いが楽しめるコットンカシミヤセーターです。これまでは天竺、リブ編みでの展開でしたが、今回は片畦（かたあぜ）編みを採用。伸び縮みが少なく肉感があって、空気を含むのであたたかい仕上げです。まだ肌寒い時期でもすぐに着られる生地感を目指しました。

					一番のこだわりはあたらしいコットンカシミヤにぴったりなデザインとシルエット。首元は編み立てによって女性らしいすっきりとした仕立てに、ドロップショルダーにしてリラックスシルエットを。試行錯誤を重ねてたどり着いたフォルムです。
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					最高の肌ざわりとリラックスシルエットのコットンカシミヤセーターは、着こなしの幅を広げてくれる自信作です。ジーンズと合わせてカジュアルに、ワイドパンツやスカートでタウンユースとして。新展開のチュニックやカーディガンなどは、あえてワンサイズ大きめにして抜け感あるスタイリングを。

					シーンによって自由なサイズでお楽しみいただけるのはユニクロならではの強みです。また、深い色味の中にもソフトカラーでアクセントを効かせて、ピンクやブルーも織り交ぜた色構成は、お客さまに春を感じていただける工夫です。
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					2019.1.1

				

			

			
				
					WOMEN

					コットンカシミヤＶネックカーディガン（長袖）

					WOMENコットンカシミヤボクシーボートネックロングセーター（長袖）

					WOMEN

					コットンカシミヤＶネックセーター（長袖）

					¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					いつまでも

					ずっと着続けたい、

					シンプルで上質な定番。

				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				WOMEN

				コットンカシミヤ

				セーター

			

		

	
		
			
				18

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				約束の日に

				あの日、僕はパリへと発つアシャを、JFK空港で見送った。

				ゲートで別れる時、「じゃあ、また」とアシャはいった。

				「うん、何か困ったことがあったらいつでも連絡して」と僕はこたえ、小さく手を振った。アシャは後ろを振り向かずに歩き、僕の視界から消えていった。

				五年後の約束のことをお互い一言も話さなかったのは、五年という歳月があまりに長く感じたからだった。

				五年後の約束なんてありえるのだろうか。そんな気持ちで一杯だった。しかし、そんな約束でもしない限り、離ればなれになる寂しさを乗り越えることはできなかった。

				僕は空港からの帰り道、最後に見せてくれたアシャの笑顔を思い浮かべ、「五年か……」とつぶやいた。

				それからというもの、僕は仕事に打ち込んだ。アシャがパリで服作りを学んでいるのと同じように、自分もニューヨークで出会った古書の仕事を、一所懸命に学んで、今よりもっと成長しようと励んだ。

				五年後を信じるしかなかった。

			

		

		
			
				僕もアシャもパーカーが大好きだった。
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				フルジップパーカ

				（長袖）
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				五年の間、僕はニューヨークと日本を行き来しながら仕事をした。アシャからの便りは、一年に一度、誕生日になるとバースデーカードが、ジャックのアパートの住所に届くだけだった。「毎日を大切に……」といつも小さなメッセージが書かれていた。寂しくなって何度電話をしようと思ったかわからない。けれども、声を聞いてしまうと会いたくなる。この気持ちは、日本にいる両親に対するものと同じだった。「会いたい」という気持ちを声にしてしまったら、もうそればかりを考えてしまう。だから、僕はアシャから届いたバースデーカードだけをお守りのように持ち歩き、仕事と学びに自分を向かわせた。

				たしか、四年経った頃だった。二人の共通の友人だったロウェナから、アシャが故郷のエチオピアに帰ったと聞かされた。ロウェナはそんな手紙をアシャからもらったと、僕にいった。

				「アシャはパリを離れて、エチオピアで暮らしているみたい。ニューヨークにはいつ帰ってくるの？と聞いたけど返事はなかった」とロウェナはいった。

				今や僕自身、一年の間、日本とニューヨークを半々の生活だった。古書の仕事は順調だった。

				そうして、あれから五年が経とうとしていた。もし互いに会いたい気持ちが残っていたら再会しようと約束した、僕らが出会った日が近づいていた。

				アシャが約束の日にやってくるかどうか、わからないけれど、僕はその日その場所に行こうと決めていた。時間は午後三時。

				僕のアシャへの気持ちは五年経っても変わっていなかった。

				ある老人との出会い

				ふと気がついたのだが、今日という待ち合わせの日に僕が着ていた服は、アシャがいたく気に入っていたジップパーカーだった。

				僕もアシャもパーカーが大好きでいくつも持っていたけれど、中でも、最もスタンダードなデザインの、このグレイのパーカーは一番のお気に入りで、もう何年着ているかわからないほどの一着だった。

				「たしかアシャとお揃いだったな……」と僕は一人で微笑んだ。このジップパーカーは、同じものを二人で買ったのだ。

				僕もアシャもシンプルな服が好きだった。シンプルというセンスは、すべてアシャから教わったのだ。

				待ち合わせ場所の「コーヒーショップ」には、三時少し前に着いた。あの頃のように知り合いは少なくなったが、店の活気が変わらずだった。今もニューヨークのランドマーク的なカフェとして人気だった。

				僕は道に面したテーブルに座り、カプチーノを注文した。

				「席が空いていないので、ここに座ってもいいかな？」と一人の老人が僕に声をかけてきた。
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				「コーヒーショップ」では、混んでいる時の相席は日常的だった。「もちろんです。どうぞ」と僕は答えた。

				老人は「ありがとう」といって、「日本の方ですか？」と聞いた。

				「はい、そうです」と答えると、「私は日本人が好きですよ。なぜなら、みんなやさしいからです」といい、もう一度「ありがとう」と発音のいい日本語でいって頭を下げた。そして、「ここはいい店だ」と微笑んだ。

				時計を見るとすでに三時を過ぎていた。店を見渡してもアシャの姿はどこにもなかった。

				僕は持ってきていた文庫本をバッグから取り出しページを開いた。サマセット・モームの「中国の屏風」という僕の大好きな一冊だった。

				しばらくすると、「読書中、申し訳ありません。何をお読みになっているのですか？」と老人が聞いた。

				「いえ、いいんです」といって、本のタイトルを告げると、「なんてすばらしい。私の家にもその本はあります。大好きな本です」と老人はいった。

				「中国の屏風」は、作家が旅した中国各地で出会ったそこに暮らす人々の様々なストーリーを描いた短編集で、旅行記ともいえる名著だった。

				「若い頃、私はサマセット・モームに憧れて、彼のように世界旅行にでかけたんですよ」。

				老人は、ヨーロッパからインド、アフリカ、アジアを巡った旅の日々の思い出を、僕に語り始めた。

				「そして、私は中国である女性に恋をしたんです……」。

				老人は遠い目をしてささやくような声で話しを続けた。
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					ベーシックにこそ、とことんこだわる。LifeWearの哲学を詰め込んだフルジップパーカです。

					生地は、ソフトな手触りながらも適度な弾力としなやかさを持つ裏毛スウェットを使用。重すぎず軽すぎない、1年を通して袖を通せる程よい厚みが魅力の素材です。シルエットは今季からボックスシルエットに変更。現代のスタンダードであるリラックス感と、着こなしとしてもバランスのよい身幅・丈感をもつあたらしいフォルムです。
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					まずこだわったのはフードの立ち方。フードをかぶっていない時でもすっきりと綺麗に見せるために、生地、パターンの最適なバランスを何度も探してたどりついた自慢の形です。また、フード裏にポリエステル混の生地を使用することで、洗濯後に乾きやすくなる工夫をしました。

					フロントポケット両端にはリブを採用。耐久性とヴィンテージの要素を取り入れました。カジュアルスタイルに対応できるベーシックカラーはもちろん、今季はキーカラーとしてレッドやオリーブをご用意。着こなしのアクセントとしてもお楽しみいただけます。
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					2019.1.8
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					MEN

					スウェットフルジップパーカ（長袖）

					¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					パーカーを着た日は、

					きっといいことが起きる。

					今日もそう信じている。
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				約束の場所

				待ち合わせ場所の「コーヒーショップ」に、アシャは、まだ姿を現さなかった。彼女はここに来るのだろうか、来ないのだろうか、僕にはわからなかった。

				たまたま居合わせた老人が、僕に旅の話を続けた。

				「私は三十歳の時、中国の上海を訪れました。そこで一人の中国人の女性と出会い、恋に落ちたのです。しかし彼女の家は厳しくて、アメリカ人の私との交際を許してくれなかったのです。上海で一緒にいられない私たちは、外国への旅を計画したんです。最初はパリへ行きました。パリでは半年ほど一緒に過ごし、毎日が夢のような日々でした。パリで私たちはずっと一緒にいられるしあわせを噛み締めたのです。彼女は料理が上手で、どこに行っても市場を見つけて、そこで新鮮な食材を買い、泊まっているキッチン付きの部屋で毎日料理をしてくれました。おいしかったです。家庭料理というのはいいですね。それまで私は、毎日ハンバーガーやサンドイッチで空腹を満たすためだけに、飲み込むように食べてきました。それが、彼女のおかげで野菜炒めやスープ、ご飯といった、香りを嗅ぎ、食感を楽しみ、よく噛んで味わうという食生活に変わったのです。私はその時、人生が変わったと思いました。こんなに体調がよくなると思わなかったのです。それから私たちはロンドンへと向かいました」。

				老人は遠い目をしながら旅の話をさらに続けました。

			

		

		
			
				アシャはどこにもいなかった。
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				「こんな人と家庭を作れたら、なんてしあわせなんだろうと思いましたね。医食同源という中国人の食の知恵は素晴らしいです。どんな時でもからだを冷やす食べ物を食べない生活というのでしょうか。それだけで私の体調はほんとうによくなりました。体調がよくなると、心も明るくなり、人を思いやる気持ちも湧くのです。人生が楽しくなるのです」

				「ロンドンではどんなふうに過ごしたのですか？」と僕は聞いた。

				「ロンドン……。実は、私たちにとってロンドンは悲しい場所になったのです。ロンドンに到着すると、彼女の両親が待っていたのです。というのは、彼女は心配をかけないために両親に旅行の予定を伝えていたのです。中国人は家族をほんとうに大切にしていますので常に連絡をしていました。でも、まさか両親が私たちを待っているなんて思いませんでしたから、びっくりしました」

				「それでどうしたんですか？」。老人の話の展開に引き込まれた僕は結末が気になった。

				「両親は彼女を上海に連れて帰るつもりでした。私との交際を反対していましたからね。彼女は私との別れを悲しみましたが、両親を悲しませることはできないと上海に帰る決心をしました。そのとき、彼女はこう言ったのです。『必ずまた会いましょう。あの場所で……』と。僕らには約束の場所があったのです。それはいつかのパリでした」

				「二人がよく過ごしたリュクサンブール公園の池のまわりのベンチが僕らの思い出の場所でした。私たちは一年後、そこで落ち合う約束をしたのです。彼女は私を愛してくれていたので、そこでもう一度会って、旅を再開しようと。それまでに両親を説得すると約束したのです」

				僕は、老人の話が、僕とアシャとの関係と重なっていて驚いた。そして思わずこういった。

				「僕の話も聞いてもらっていいですか？」

				運命のいたずら

				「そうか。その彼女を約束したのが今日で、しかも、待ち合わせ場所はここなんですね。それはそれは奇遇というか、私と会ったのも不思議な縁ですね」

				老人はコーヒーをひとくち飲んで、何度もうなずいてから、僕の目を見てこういった。

				「それで彼女はまだここに来ていないってことですね。待ち合わせの時間を過ぎているのに」

				「はい。まだ来ていません。僕らには五年という長い歳月が経ってしまったので彼女が来るのかわかりません。けれども、ずっと僕は彼女が来てくれると信じていました。だから、待ち続けようと思っています」

				「待ち合わせ場所で思いつく場所は他にはありませんか？」と老人はきいた。

				「実はパリで会えなかったのです。彼女とリュクサンブール公園の池のまわりのベンチで待ち合わせしたのですが、いつまで待っても彼女の姿はなかった。もしやと思って、私は次の日も一日中待ちました。けれども、彼女はやってこなかった。そうして、私と彼女は再会することが叶わなかった。しかし、後になってわかったのですが、彼女は別の場所でずっと僕を待ち続けていたんです。彼女の勘違いだったのですが、リュクサンブール公園には
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				天門の泉という噴水があって、そこで彼女はずっと私を待っていたのです」

				「だから、もう一度聞きます。二人にとっての思い出の場所が他にありませんか？と。もしやそこで彼女はあなたをずっと待っているかもしれませんよ」

				老人は私のひざに手を置いて、まるで自分のことのように話してくれた。

				「ストロベリーフィールズ……。セントラルパークのストロベリーフィールズ」

				僕は二人にとってのもうひとつの思い出の場所を思い浮かべた。

				「私はまだこのカフェにいる。あなたの彼女らしき女性が来たら、声をかけて待つように言うから、あなたはセントラルパークに行きなさい。私たちのようにちょっとした運命のいたずらで愛する人を失ってはいけません。ほら、早く！」

				そういって老人は僕の背中を叩いた。

				僕はタクシーに乗って急いでセントラルパークを目指した。

				着いたストロベリーフィールズは、観光客や地元の人で一杯だった。アシャがここにいるかもしれない……。そう思って彼女の姿を僕は探した。

				アシャはどこにもいなかった。

				呆然と立ち尽くしている僕の目の前を、アシャが好きでいつもはいていた、たっぷりしたサイズで、丈が短めのチノパンをはいた女性が通り過ぎた。背が低く、やせていたアシャは、あのチノパンがよく似合っていたのを思い出した。見ると、その女性は彼氏とここで待ち合わせをしていたようだった。

				チノパンをはいた女性の後ろ姿に、僕は在りし日のアシャの姿を重ね合わせると、ぐっと寂しさが湧き上がってきた。

				すてきなカップルだった。
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					旬なシルエットにストレッチ性を加えたハイウエストチノワイドストレートパンツです。生地は適度な肉厚感のあるコットンツイルのチノ素材を採用。表面を少し起毛させることで生まれる上品な風合いが魅力です。

					ウエスト周りは女性らしい立体感をキープしつつ、膝から裾にかけて細くなるテーパード仕様。全体的にすっきりとした印象に仕上げました。さらにハイウエスト＆ジャストレングスの縦長シルエットは、脚長効果もあります。
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					細くて繊細な両玉縁ポケット、ステッチは目立たないように抑えて、きれい目にはいていただけるように工夫しました。腰裏にはスレーキ（裏布）を使用した本格的なつくりも自慢です。体型を選ばないワイドストレートシルエットには、タイトめもしくはややゆったりめのトップスを合わせてメリハリある着こなしのバランスがおすすめ。

					シンプルなディテール、洗練されたデザインなので上品なニットも、カジュアルなTシャツにも相性よく、幅広く楽しんでいただけるはずです。
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				WOMEN

				ハイウエストチノ

				ワイドストレート

				パンツ

			

		

		
			
				
					2019.1.15
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					WOMEN

					ハイウエストチノ

					ワイドストレート

					パンツ

					(丈標準69～71cm）

					¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					カジュアルだけど、

					ちょっぴりエレガント。

					今年の私っぽさ。
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				パリのおしゃれ

				パリでのアシャの五年間は、長いようで短いものだった。

				レネーさんと一緒の住まいはマレ地区にあり、パリ生活を楽しむには充分過ぎる環境だった。娘を病気で亡くしたレネーさんにとってアシャは娘と同様で、五年間という月日において、何一つ不自由のない暮らしを彼女に与え続けた。

				「ここで服作りを好きなだけ学びなさい」。レネーさんはアシャにそう言った。

				アシャは服作りを学ぶために、ある小さな洋裁店で働き始めた。まずは服のための裁縫の基本を身につけたかったのだ。そして、夜はフランス語の教室に通った。時間があれば美術館を観てまわり、街を歩き、ニューヨークでは感じられなかった、パリならではのファッションの有り様に刺激を大いに受けた。

				最初にアシャが驚いたのは、パリに暮らす女性たちの価値観だった。それは着飾ることよりも、趣味や人付き合い、休暇といった日頃の暮らしのことを大切にしていて、ニューヨークの女性に比べて、服で自己主張する意識がパリの女性には少ないことだった。

				流行よりも自分の価値観を大切にしていて、トレンドというよりも、シンプルで質のよい服を選び、いつも同じ

			

		

		
			
				そんなパリが好きだった。

			

		

		
			
				コンフォート

				ジャケット
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				ような服を着ている。そんな自分のスタイルを持つ女性がパリには多かった。

				「昨日買ったばかりとわかる服を着ることくらい恥ずかしいことはないわ。どこのブランドかわからないような、質素で上質な普段着がいちばん楽で心地よいの」

				洋裁店で一緒に働く女性がアシャにこう言った。

				「おしゃれで新しい服は欲しくないのですか？」ときくと、「それよりもボーイフレンドと郊外にドライブするほうがいいわ」と女性は笑って答えた。

				その女性は、いつもクルーネックのカシミヤニットの上にジャケットを羽織り、パンツスタイルだった。そんな着こなしも髪型もメイクもすべて彼女らしさに溢れていた。

				「このジャケットはボーイフレンドが着ていたものを借りてるの。サイズが私にぴったりだから。パリではメンズの服を着る女性も多いのよ」

				アシャはそんなふうに話す彼女がうらやましかった。そういえばいつかの自分もニューヨークで付き合っていた彼の服をよく着ていたっけ、と思い出した。

				アシャがすてきだと思ったのは、パリの人は男女問わず、普段着としてジャケットを着ている人が多かったことだ。だからか、不思議と皆、大人っぽく見えた。

				いいジャケットが欲しいな。アシャははじめてそんなふうに思った。

				やさしくあるために

				パリではジャケットの似合う男性がたくさんいる。アシャにとってそれは新しい興味だった。

				「いつもすてきなジャケットを着てますね。ジャケットをすてきに着こなす秘訣ってあるんですか？」

				ある日、アシャは行きつけのカフェで出会った四十代の男性にこう話しかけた。

				「おかしなことを聞くんだね。あなたは驚くかもしれませんが、このジャケットは高いものではありません。いや、どちらかというと安い部類のものです。けれども、生地がなかなかよいので気に入ってるのと、着こなしの秘訣は自分の身体に合ったサイズを選ぶことですよ。あとはそうだね、どこに行くにも着ていくことだね。とにかくたくさん着ていれば、自然と自分に合ってくる。友だちや恋人と一緒だよ。毎日会っていればいつしか仲良くなるでしょう。ジャケットも一緒ですよ。服は飾るものではなく着るものだから」

				男性はそう言って、アシャにウインクした。

				パリのカフェはオープンな雰囲気に溢れ、二三回通えば、すぐに顔見知りができて、話し相手もできる。一人で来ている人が多いのもパリらしく、アシャは近所のお気に入りのカフェが大好きになった。
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				アシャは、ジャケットを着るパリの男性のちょっとした振る舞いにも好感を持っていた。

				店でえばってみたり、大きな声で話したりしない紳士的な人ばかりだったからだ。

				「ジャケットを着ると、もっと女性にやさしくありたいと思いますね。そんなふうに、ジャケットが、自分の立ち居振る舞いを整えてくれるってこともあるかもしれませんね」

				男性はそう言って、アシャの手の上に自分の手をのせ、「それではまた」と頬に小鳥のようなキスをして立ち去った。

				着慣れた服を着ているだけだよ。それよりも週末をどんなふうに楽しく過ごそうか考えようよ。君がうれしいことをしようよ。

				別れ際にアシャは男性にこう囁かれて、ドキドキしてしまった。

				おしゃれをしようとしていない人が、おしゃれなパリ。アシャはそんなパリが好きになっていた。

				この街が自分に合っているように思えた。
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					軽くてやわらかくてシワになりにくい、超快適なコンフォートジャケットです。一番のこだわりは生地にあります。着心地の良さを追求し、ソフトで伸縮性のあるジャージ素材でありながら、メンズジャケットの仕立てでも存在感を発揮するハリのある厚みを持ち合わせた、絶妙なバランスの生地です。

					伸縮性のある生地は縫製とアイロンがけの難しさもありましたが、ミシンの糸調整や仕上げの方法を何度も検証して課題をクリア。そうして完成させた自信作なのです。
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					シンプルで無駄のないデザインにすることで、カジュアルなスタイリングからクリーンなビジネススタイルまで対応できるジャケットに仕上げました。

					さらに汗をかいても乾きやすいドライ機能もプラス。シワになりにくい素材なのでバッグに入れて旅先でも活躍します。様々なシーンに寄り添うLifeWearです。
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					2019.1.22
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					MEN

					コンフォート

					ジャケット

					¥5,990 ＋消費税

					BOYS

					コンフォート

					ジャケット

					¥3,990 ＋消費税

				

			

			
				
					毎日着たくなる

					こんなジャケットが

					欲しかった。
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				ロウェナからの電話

				「お父さんとお母さんはどうやって結婚したの？」

				ピンクや黄色のチューリップが咲いた公園の花壇の前で、六歳になった娘が僕にこう聞いた。

				「結婚？」と聞き返すと「そう、結婚よ」といった。

				娘は「リトルマーメード」の絵本が大好きだった。きっと物語の結末にある結婚に惹かれたのだろうと思った。

				「アメリカのニューヨークという街で出会ったんだよ。そして、仲良くなって結婚したんだよ」

				「ふーん。お母さんを好きだったの？」

				「もちろん大好きだから結婚したんだよ」

				突然、娘にそんなことを聞かれた僕は、ぼんやりとあの頃の二人のことを思い出しては、僕らの結婚にはほんとうに不思議なことが重なって起きたなとつくづく思った。

				不思議なもので、子どもの素朴な問いに素直に答えようとすると、その度にいつかの自分を思い出す。

				僕とアシャはニューヨークで出会い、夢を分かち合い、付き合うようになった。しかし、一年後、服作りを学ぶ

			

		

		
			
				女性はニコッと微笑んで「ハロー」と言った。
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				チャンスを生かすために、彼女はパリで暮らすことになり、五年後にもう一度会おうと約束して別れた。

				五年経った約束の日、僕は二人で決めた場所へと向かった。しかし彼女は現れなかった。僕は落胆し、その気持ちを晴らすために無我夢中になって、ニューヨークと日本において本屋の仕事に励んだ。

				そんなある日のこと、二人の共通の友人であるロウェナから、ニューヨークの仕事場に電話があった。

				「ああ、よかった……。やっと電話がつながったわ。ねえ、アシャがあなたを探しているの知ってる？」

				ロウェナの口からアシャの名が出たことに驚いた。しかも、僕を探しているってどういうことだろう？

				「アシャはあなたとの約束を守ろうと、あなたに会うためにパリからニューヨークに向かうつもりだったの。けれど、ずっと具合が悪かったお母さんの病気が急に悪化して、看病のために、急遽、実家のエチオピアに帰ることになったの。残念なことにおかあさんは亡くなってしまったんだけど、そんな悲しいことがあったせいで、あなたとの約束を守ることができなくて、アシャはそのことを悔やんでいるの。それで、来週ニューヨークに来るらしいんだけど、あなたの居場所を知らないかと私に連絡があったの。あなたの連絡先を調べるのに何軒もの古本屋に聞いてまわったのよ……」

				ロウェナは、ほっと安心したような口調でいった。

				約束の日のこと

				「とにかくアシャに電話してあげて」といって、ロウェナはエチオピアのアシャの電話番号を僕に告げた。

				あの日、約束の場所に現れなかったアシャにそんな悲しい出来事があったなんて……。

				約束のことよりも、彼女があんなに大好きだったおかあさんが亡くなってしまったことに、僕は胸が張り裂けそうな気持ちになった。

				ずっと前、おかあさんがニューヨークを訪れた時、言葉が通じない僕に気遣い、片言の日本語で話しかけてくれたことや、一緒にセントラルパークを散歩したこと、ヨガのクラスに通ったことなど楽しい思い出がたくさんあった。

				アシャのおかあさんをなにひとつ喜ばせる事ができなかったことに涙がこぼれた。

				とにかく、アシャに電話をしなければいけない。しかし、エチオピアとニューヨークには時差が八時間ある。僕は一度手に取った受話器を静かに置いた。

				部屋にいると気持ちが落ち着かず、僕は街へと繰り出した。夕暮れの空はまだ明るかった。
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				アシャとよく歩いたハドソンストリートを南に歩くと、小さなブティックに明かりが灯っていたのが見えた。この店でアシャは、細いジーンズを買ったのだ。

				店の中を覗くと、店主の女性が小さなテーブルでカードを並べていた。僕の視線に気づいた女性はニコッと微笑んで「ハロー」と言った。

				「覚えてますか？」と聞くと「うーん、ごめんなさい。覚えてないわ」と女性は言った。

				「僕の彼女がここでジーンズを買ったんです」というと「あー！覚えてるわ。細いジーンズがとっても似合っていたあの子ね」と女性はいった。

				女性がテーブルに並べていたのはタロットカードだった。

				「タロットカードは毎日触っていないとだめなのよ。占いも仕事なの」といった。

				「あの子、かわいかったわ。細い足にスリムのジーンズがほんとにすてきだったわ。ふわっとした大きめのニットと合わせてたよね。どうしてるの？　元気？」

				「はい。元気ですが、あの後、パリに移って、今は実家のエチオピアにいます。今度またニューヨークに戻ってくる予定です」

				「そうなのね。またぜひ会いたいわ。よろしく言っておいてね。

				せっかくだからあなたを占ってあげるわ」

				女性はカードをカットして、その中から僕に二枚のカードを選ばせた。

				カードをめくると、そこにあった意味は「世界」と「審判」だった。

				「ワオ！とてもいいカードよ。何か新しい成功が待っているみたい」と女性はいった。

				僕は早くアシャの声が聞きたいと思った。
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					ユニクロジーンズの中で一番の細身シルエットとストレッチ性を誇るウルトラストレッチジーンズです。最大のポイントは本格的な質感と究極のはき心地を同時に追求した革新的なジーンズ素材。世界最高峰の品質と技術を誇るカイハラ社製のデニムを原料から共同開発。特殊なポリエステル糸をヨコ糸に使用することで、伸縮率40パーセント、回復率80パーセントという驚異のストレッチ性が実現しました。

					本物の表情を持ちながら肌あたりはなめらか、細身なのにやわらかなはき心地の新感覚デニムです。
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					完璧なデニム素材には、ユニクロが誇るジーンズイノベーションセンターの最先端技術とジーンズ加工のスペシャリストが独自の本格ユーズド加工を行いました。ストレッチが強い生地に対してダメージをつくること自体が難しく、何度も研究開発を重ねてたどり着いた自慢の表情です。

					シルエットは股下から裾にかけてフィットするテーパード。筋肉が張ったタイプのふくらはぎのお客様、さらに靴サイズの大きなお客様の足が通る裾幅を徹底的に検証した上でベストバランスを探しました。超細身なのにストレスフリー、加工の表情によってオフィスからカジュアルまで着こなせるLifeWearです。
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					¥3,990 ＋消費税

				

			

			
				
					動きやすくて、

					肌ざわりもよく、

					きれいな完璧ジーンズ。
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				約束をもう一度

				よく晴れた日の朝、僕はエチオピアにいるアシャに国際電話をかけた。

				「ごめんなさい……。ほんとうにごめんなさい……。約束が守れなくて」

				電話口でアシャは何度も僕に謝った。

				「ひとつも謝ることはないよ……。僕だってきっと同じようにしたと思う。何があっても、家族のことは一番に優先にするべきなんだ。辛かったのはアシャだと思う。ほんとうに大変だったね……」

				「ありがとう……。私ほんとうにあなたに会いたかった。でも……」

				五年近く会っていないアシャだったが、その声や息遣い、言葉はひとつも変わっていなかった。

				「うん、もちろん。僕も会いたい……。久しぶりに声を聞いて、ほっと安心したよ」

				「会いたいけれど、なんだか会うのが恥ずかしい気持ちもある。もしかしたら私、変わったかもしれないし。でも、話たいことがたくさんあるの。それより元気だった？仕事は順調？」

			

		

		
			
				白いソックスはきらきらとまぶしく見えた。
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				「うん、元気だし、仕事も順調だよ。心配ないよ。ありがとう」

				アシャはパリで過ごした日々のことや、おかあさんや家族のこと、今の気持ちなど、そしてこれからのことを、会ってゆっくりと話したいと言った。

				「いちばん話したいのは家族のこと」とアシャは言い、それは先日亡くなったおかあさんが、病床でアシャに語った、これまで隠されていた家族の物語だという。

				「ニューヨークにはいつ来れるの？」と聞くと、「二週間後には行けると思うわ」とアシャは答えた。

				「ニューヨークに着いたら、私買いたいものがあるの。ソックス……」

				「だって、エチオピアには、私が気にいるソックスがないんだもん。私、ソックスは、地元で買えばいいやと思って、パリに全部置いてきちゃった……」

				僕は、アシャがいつもおろしたてのようにきれいなソックスをはいていたことを思い出した。アシャは白いソックスが大好きだった。

				ある日、そのことをたずねると、「女の子なんだから、いつもきれいなソックスをはきなさい」と、小さい頃からおかあさんによく言われていたらしい。だからか、アシャは、いつもソックスをていねいに洗濯して、まっさらなようにきれいであることに気を使っていた。

				「新品のソックスをはいた日って、気持ちが上がるよね！」ともよく言っていた。

				「ニューヨークで、くるぶしが見える短くて白いソックスをたくさん買うわ」

				「でも、一番は、早くあなたに会いたい」とアシャは言った。

				憧れの白いソックス

				アシャとソックスの話をして、僕は子どもの頃の、ある出来事を思い出した。

				小学校の入学式のことだ。僕はその日のために、新しい服とソックス、そして靴を両親に買ってもらった。

				それまで買ってもらっていたソックスは、色や柄がついているものばかりだった。子どもは汚すのが当たり前、と言われていたから、選択肢に白なんてなかったのだ。

				僕にとって白いソックスは憧れだった。だからか、入学式の朝、僕は白いソックスがはきたくていつもより早く起きた。

				白いソックスはきらきらとまぶしく見えた。

				僕はソックスに足をいれ、入学式用の紺色のショートパンツをはいた。上は白いクルーネックのニットを着て、その上にパンツとセットアップのジャケットを羽織った。

				鏡に自分を映してみると、白いソックスのせいか、なんだか自分が別人のように見えた。

				「かっこいい……。テレビに出てくる子どものようだ」とつぶやいた。

				僕はそんな自分を誰かに見せびらかしたくて、家の外に出ると、隣近所の友だちやその兄弟が道端で遊んでいた。
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				「なんか、すごいじゃん。いつもと違うじゃん。白いソックスなんてはいちゃって」と僕の姿を見た友だちはからかうように言った。

				「入学式だから白いソックスなんだよ」と言い返すと、「それは嘘だ。黒いソックスでもいいんだよ」と友だちは言い返してきた。そして僕の買ったばかりのソックスのリブの部分を指で思い切りひっぱった。

				「伸びちゃうからやめろ」と僕は友だちを押し倒した。すると、それを見ていた友だちの兄が弟に加勢して僕を投げ飛ばした。

				僕は倒れた拍子に膝をすりむいたが、それよりも白いソックスが汚れないかと気が気でなかった。ソックスを見ると、引っ張られたところが引っ張った分だけ伸びてしまっていた。

				僕は、せっかく両親に買ってもらった白いソックスを、だめにした友だちに腹が立ち、飛びかかって、友だちの着ている洋服をひっぱって振り回した。

				すると、またしても友だちの兄が間に入り、もう一度僕を投げ飛ばした。そして、はいているソックスを引っ張って脱がして、隣の家の庭に投げ入れた。そこには犬が飼われていて、犬は僕のソックスをすぐにくわえて、庭の奥へと逃げていった。

				裸足になった僕は悲しくて、泣きながら家に戻った。それを見た母は「朝から何をしてるの！」と僕を叱り、ソックスをはいていない足を見て、「ソックスはどこにやったの？」と聞いた。

				僕は友だちと喧嘩して取られてしまったことが申し訳ない気持ちになって、「学校には裸足で行く！」と泣きながら言い張った。

				結局、白いソックスは見つからなかったので、いつもはいている柄の入ったソックスをはいて入学式に行くことになった。

				入学式の直前、家の前で母と一緒に撮った写真が今でも残っている。僕は泣いているからか目を閉じている。
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					ソックスの踵が脱げて、手ではき直すことのストレスをなくすことを徹底的に追求したベリーショートソックスです。踵の滑り止めを新しい素材に変更し、粘着力をアップ。これまでの3本ラインの形状からまとまったテープ状にしました。

					踵はパワーの強い裏糸を使用し、さらに立体設計で丸みを持たせ、大きく包み込みます。甲の部分にはズレ防止サポートを、足底の編み地の収縮性を上げ、つま先の編み地を増やしてつっぱり感を軽減しました。
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					最大の進化は、フラットになったつま先です。これまではソックスを編み立てた後、つま先を縫い合わせる工程が発生していました。そのため裏側の縫い目が肌に触れ、ごろつき感が残りました。あたらしいベリーショートソックスは、同じ編み機に搭載した装置でフラットに自動縫製できる“オートリンキング”を採用。

					肌あたりのストレスもなくなり、見た目もスマートに、はき心地は格段にアップしました。定番だからこそこだわりを盛り込んで常にアップデートを繰り返す。LifeWearの精神が宿っています。
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					2019.2.5
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					MEN

					ベリーショートソックス

					¥390 ＋消費税

					MEN

					ショートソックス

				

			

			
				
					新しいソックスをはいた日は、

					なにもかもうまくいく。

					そんな私のおまじない。
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				似ている二人

				六歳の娘の名前はニコ。彼女はとてもシャイで友だち作りが苦手だ。けれども、一度心が打ち解けると、どんなことでも思うままに話してくれる面白い子だ。

				遊び疲れて、セントラルパークのベンチに座って、のんびりと休んでいるときのことだ。

				「私ね。お父さんとお母さんってとても似ていると思うの。ほんとうは兄妹なんじゃない？」とニコは言った。

				ニコはときおり、こんなふうにポツリと意味深なことを言い出すことがあった。

				「どうしてそんなふうに思うの？　何が似ているのかな？」

				「だって、お父さんもおかあさんも、時々、遠くを見ている目をしているよ。それが似てるのよ」

				「遠くを見ている目？」

				「うん、そう。さっきもそうしていたよ」

				常々、子どもの観察力というのは鋭いものがあると思っているが、ニコが僕とアシャのことをそんなふうに見ていたのかとびっくりした。

			

		

		
			
				甘いチョコレートドーナツひとくち。
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				夫婦というのは、だんだんと似てくるという話を聞いたことがある。それは二人の関係がよい証拠らしいが、僕とアシャがふと見せる、遠くを見つめる目が似ているというのは、言われて納得するところがあった。

				僕自身、アシャと一緒にいるとき、彼女がぼんやりと遠い目をしている姿を見て、その表情というか、横顔に美しさのような魅力を感じていたからだ。

				そんな時、何を考えているの？と聞きたくなるのだが、何を思い出しているの？というのがきっと正しいのだ。しかし、ある種、時空を超えて、人がいつかの思い出に耽っているひとときの邪魔をするなんて僕にはできないししたくない。僕自身そんなひとときくらいしあわせを深く感じることはないからだ。

				おやつのスナックを買いに行っていたアシャが戻ってきたのが遠くに見えた。その日のアシャはブルーのストライプのシャツドレスを着ていた。

				その姿を見て、素直にすてきだなと思い、ブルーのストライプが好きだというのも、僕とアシャが似てることのひとつだと気づいた。

				そして、僕とアシャがニューヨークで再会した日も、たしかアシャはこのワンピースを着ていたことを思い出した。

				アシャは僕とニコに手を振りながら歩いている。

				そうだ、あの日もアシャは僕に手を振りながら道の遠くから歩いてきたのだった。

				おそろいの服で

				春の陽光がまぶしい朝、僕とアシャは、僕らが大好きだったニューヨーク近代美術館（MOMA）の入り口で待ち合わせをした。

				アシャは照れくさそうな顔をしながら、手を振りながら駆け寄り、「久しぶり！」と言って僕に抱きついた。

				「あらいやだ、私たち、示し合わせたようにおソロいね」とアシャは言った。

				アシャはブルーストライプのシャツドレスを着て、僕は同じ柄のしかも同じコットン素材のボタンダウンシャツを着ていた。

				「恥ずかしいな。どこかでシャツを買って、着替えようか」

				「いいのよこれで。ずっと会っていなかった二人が五年ぶりに再会した時、同じ柄の服を着ていたっていうのは奇跡というか、すごいことよ。何事も照れない。これはあなたが昔教えてくれたことよ」

				アシャはそう言って僕の手を引っ張って歩き出した。

				「あらまあ、すてきなカップルね。ちょっと写真を撮らせてもらっていいかしら」

				観光客のマダムがそんな僕らを見て声をかけてきた。
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				「もちろんいいですよ。きれいに撮ってください！」

				アシャは僕の肩に手をまわしてポーズをとった。

				「ほんとすてきね。おそろいの服を着て、まるで兄妹みたい」とマダムは言って、数枚シャッターを切った。

				「私ひさしぶりにポロックを見たいわ。ね、見に行きましょう」

				僕とアシャは、MOMAの四階ギャラリーに飾られていた、アクション・ペインティングのジャクソン・ポロックの絵が大好きで、よく見に行っていた。 MOMAは、ポロックの絵をどこの美術館よりも数多く所有しているから、ポロック好きの僕らにとって、MOMAは夢のような場所だった。

				とはいえ、美術館がオープンする十時三十分まで、まだ時間があった。

				「それまで、『あそこ』でドーナツとコーヒーにしよう」

				「いいね、『あそこ』ね！」

				僕とアシャが「あそこ」というのは、MOMAのすぐそばにある、よく二人で行った二十四時間営業のコーヒースタンドだった。「あそこ」でわかりあえる、二人だけのお気に入りの店があるという、忘れかけていた

				しあわせを僕は噛み締めた。

				コーヒースタンドで僕とアシャは、いつものように甘いチョコレートドーナツひとつを半分ずつに分け、大きなマグカップに注がれた熱々のコーヒーを味わった。

				横に座ったアシャを見ると、「帰ってきたわ……」とつぶやき、なんだかとっても落ち着いた様子で、ぼんやりと遠い目をしていた。
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					オーバーサイズシルエットでトレンド感ある着こなしが楽しめる、エクストラファインコットンAラインワンピースです。しっかりと厚みのある上質な生地は肌ざわり抜群のコットン100パーセント。生地加工によりシワになりにくいのがポイントです。

					身長や体型は人によってさまざまですが、あらゆるお客様にとってパーフェクトなドレスを目指しました。中でもAラインのフォルムは、トップスとの対比を見ながらバランスを決定。前シーズンよりも丈を長くし、より幅広いお客様に楽しんでいただけるアイテムに仕上げました。
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					前立ての比翼仕立て、襟の大きさ、襟元の開き、肩幅など全てのバランスを考慮したデザインは、シーンを選ばない強い味方。狭めの肩幅はボディラインにきれいにフィットするので、女性らしく着こなせていただけます。

					スニーカーと合わせてカジュアルに、バレーシューズと合わせてシックにも。忙しい朝でも1枚着ればサマになり、スキニーやレギンスとのレイヤードもおすすめです。エアリーでエレガント、ワードローブにスタンバイさせておきたい自慢のLifeWearです。
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					WOMEN

					エクストラファイン

					コットンAラインワンピース

					（ストライプ・7分袖・丈標準103.5～113.5cm）

					¥3,990 ＋消費税

				

			

			
				
					いつもの服を着て、

					大好きな人に会いに行く。

					すごくうれしい。
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				おいしいポトフとか

				僕とアシャはコーヒースタンドのカウンターに並んで座り、この五年間、互いにどんなふうに日々を過ごしてきたかを、とつとつと語り合った。

				「一番大変だったのは……」とアシャが語ったのは、五年間、ずっと一緒に暮らした二人のルームメイトとの食にまつわるトラブルだった。

				「一人はインド人の二十二歳の女性で、もう一人は中国人の二十一歳の女性だったのよ。それぞれの国の価値観が違うから、もうほんとに日常の些細なことで衝突してばかり。私たちは交代で夕食の自炊をしていたんだけど、インドの子はカレーばかり作りたがる。中国の子は味の濃い料理ばかり。私はスープを作ることが多いんだけど、みんなが食べられるものを作ろうよ、と決めていても、結局、自分が食べたいものばかりを作るから、それぞれが文句を言っては険悪になるのよね。もうずっとそんな状態が続いて、夕食の時間が憂鬱で仕方なかったのよ」

				「それでどうやって、その険悪な関係を解決していったの？」

				「途中からは、もう、みんなまいってしまって。だって本来、食事はおいしく味わうものでしょ。それが損なわれるのはほんときついの。毎日だから。で、三人で話し合ったの、どうしたら一番よいかと」

				「うん、それで？」

			

		

		
			
				気に入って長年着込んだデニムシャツ。
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				「せっかくパリにいるんだから、自分の国の料理ではなくて、フランス料理を作るようにしようと決めたの。そうすれば、誰かが良くて誰かが我慢するとかとなくて平等でしょ。どうしても自分の国の料理が食べたい時は、外食するか、同じ国の友だちの家で食べるようにしようとね」

				「わあ、それはいいアイデアだね。フランス料理の勉強にもなるし、毎日の夕飯が楽しみになるね」

				「うん、そう。でね、中国の子が作るポトフ。ポトフってわかる。大きく切った野菜を茹でて作るシンプルな煮物なんだけど、それがめちゃくちゃおいしいの！　私とインドの子が食べた途端に『おいしい！』と褒めたもんだから、中国の子は喜んじゃって、それから彼女の作るポトフは進化して、どんどんおいしくなったのよ」

				「へー。それはすごいことだね。アシャはどんなフランス料理を作ったの？」

				「私もみんなに『おいしい！』って言われたくて、牛肉の赤ワイン煮をがんばって作ったわ。アパートの近所にあるレストランのシェフに教わった料理よ。牛すじ肉をコトコト一時間かけて下茹でして、マッシュポテトと合わせてグラタンみたいにオーブンで仕上げるんだけど、ほんとにおいしいの！」

				「みんなの感想は？」

				「大絶賛してくれたわ。それまで誰も『おいしい！』

				なんて言ってくれなかったのに、喜ばれるともっとおいしく作ろうという気持ちになるのよ」

				アシャは、パリで覚えたフランス料理の名を次々と挙げて、その料理のひとつひとつが、いかにみんなに喜ばれて、それまで険悪だった三人の関係がいかに良くなったかを夢中になって僕に話した。

				「料理のちからってほんとにすごいわ」

				アシャはチョコレートドーナツをぽんと口に放り込んで言った。

				ほんとうのおしゃれ

				パリを離れる頃、そんなルームメイトの二人は、アシャにとって親友のような存在になっていた。

				「インドの子はね。キッシュの名人よ。少しだけカレーを入れるんだけど、それがまたほんとにおいしいの！いろいろと具材を変えて焼いてくれるんだけど、あまりにおいしいから食通のフランス人の友だちに食べさせたら、こんなにおいしいキッシュを食べたことない！って驚いて、そのおいしさはすぐに友だち関係に広まったの。で、あるカフェから注文を取るようになって、私がパリを離れる頃には、彼女の焼くキッシュはパリ中で有名になって、今やキッシュ専門店をオープンさせて大成功してるのよ。ね、すごくない？」

				「すごいね。だって、彼女はキッシュをパリではじめて作ったんでしょ」

				「うん、そう。私たちとのトラブルがなければ彼女の成功はなかったのよ！」

				「やっぱり、トラブルとか問題というのは、あきらめてそのままにしないで、前向きにとらえて解決することで、新しい発見というか、彼女の場合は、予期せぬ大成功を招いたんだね。それすごいなー」

				「ほんとそうね」
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				「アシャの牛すじ肉の赤ワイン煮も、ポトフも、キッシュも、全部食べたいな。ほんとにおいしんだろうなー」

				僕がそう言うと、アシャは顔をくしゃくしゃにして喜んだ。

				「話し変わるけど、今日あなたが着ているシャツ。とても似合っているわ。すてきよ」

				アシャは突然、僕のシャツの襟を指で触れながら言った。

				僕が着ていたのは、気に入って長年着込んだデニムシャツだった。

				「このシャツは、アシャがパリに行く前に、一緒に買った服だよ。覚えてない？いつしかこんなふうに色落ちして、クタクタだけど、着るほどに着心地がよくなって、もはや手離せない服のひとつ」

				「思い出したわ！イーストヴィレッジの店で買ったシャツね。あのシャツがこんなにいい感じになったのね。やっぱり服って、着続けてこそ、その人の身体の一部になっていくのよね」

				パリのほんとうのおしゃれな人とは、そうやって自分の好きな服を着続けることで、誰とも重ならない自分らしい着こなしを身に着け、人生をとびきり楽しんでいる人だと言った。

				「おしゃれとは、人生を楽しむこと……」と僕がつぶやくと、「うん、そう。着飾ることだけではないのよ」とアシャは言った。
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					今シーズンから素材とデザインを一新したデニムシャツです。100パーセントコットンのデニム生地は、従来の5.5オンスから6.5オンスの厚手素材に見直し。1年を通して着用できるデニムシャツを目指して、0.5オンスずつサンプルを制作し検証した自慢の生地です。糸の奥まで浸透して奥行きある色味を生み出すロープ染色でデニムらしさをしっかりと表現しました。

					色落ちのバランスは、ユニクロが誇るロサンゼルスのジーンズ研究開発施設「ジーンズイノベーションセンター」で開発した加工感を忠実に再現。本物の風格漂うアイテムに仕上げました。
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					クリーンですっきりしたスリムシルエットは、昨今のトレンドを踏襲してゆったりとした着こなしに対応できるフィットに変更。肩、胸周りにゆとりあるほどよいリラックスシルエットが特徴です。

					襟裏には赤ミミと言われるテープ使い、裾をガゼット仕様にするなどヴィンテージに見られるディテールを搭載。カジュアルな中にも上質さやモード感ある少し小ぶりの襟はボタンダウンのありそうでなかったデザイン。ゆったりシルエットのボトムスやスラックスできれい目に、ワントーンコーデで遊び心を。幅広い着こなしに対応する新しい定番です。
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					2019.2.19
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					MEN

					デニムシャツ

					（長袖・2019年春夏モデル）

					¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					人生を楽しむ。

					そのためのシャツって、

					こんなシャツかも。
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				安らぎの場所

				コーヒースタンドのカウンターというのは、どうしてこう落ち着く場所なのだろうか。しみじみとそう思った。

				マグカップに注がれたコーヒーを一口飲み、隣に座っているアシャを見た。アシャは、カウンターの上に置いた両手の上にあごをのせて、目をつむっていた。久々に帰ってきたニューヨークの喧騒を懐かしむように。

				何かあるたびに僕は、街のいたるところにあるコーヒースタンドに救われてきた。あてどなく道を歩きながら、昔ながらのコーヒースタンドを見つけ、カウンターの席が空いていると、なんだかほっとする自分がいた。僕のような外国人でも、そこに居てもいいと許される場所のように感じたからだ。

				「カウンターの席って落ち着くよね。私、いくらでも居られるわ。一人でも不思議とさみしい気持ちにならないから」

				アシャがぽつりと言った。

				「うん。こうして二人で居ても、隣あって座っているからか、何も話さなくてもいいというか、ぼんやりできるし。コーヒースタンドのカウンターは都会に暮らす人にとって、もうひとつの家のような場所かもしれないな」

			

		

		
			
				彼は満面の笑顔でうなずいた。
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				コーヒースタンドには、あらゆる人が訪れる。二時間もカウンターに座っていればそれがよくわかる。タクシードライバー、旅人、警察官、忙しいサラリーマンや学生、そして老人。いくあてのない人など様々だ。彼らは一杯のコーヒーが目当てなのではない。人生の休息、いや、今日の安らぎを求めてやってくる。

				カウンターに座り、注文したコーヒーを一口飲んで、ふーとため息をつく横顔にはそんな心境が現れている。そう。皆、同じように、場末のコーヒースタンドに救われているのだ。

				「アシャ。そろそろ行こうか。MOMAがオープンしたはずだよ」

				「うん。でも、もう少しここに居たい……」

				僕が声をかけると、アシャはうとうとしながら答えた。何年かぶりのニューヨークだ。アシャもきっと安らぎを味わっているのだ。

				僕はもう一杯、コーヒーを頼んだ。ふと外に目をやると、店の前を、馬に乗った警官が通り過ぎていった。その時、一瞬、僕は馬と目が合った。

				昔ニューヨークに来た頃、早朝のミッドタウンをあてどなく歩いていたとき、ビルの一角に厩舎があるのを見つけて驚いたことがあった。こんな大都会に厩舎があるなんてと。レンガの壁に小さく開いた窓から、一頭の馬の瞳が

				見えたのだ。

				馬は少し離れたところから僕をじっと見つめていた。僕は窓に近づいて馬に手を伸ばした。馬は小さく首を振りながら近寄ってきた。

				すると、馬の世話をしていた警官がやってきて、僕に「やあ、おはよう」と言い、馬を厩舎の奥に連れていった。

				今、店の前を通り過ぎた馬は、あの時の馬ではなかろうか。きっとそうだと僕は思った。

				パンツと靴

				コーヒースタンドは賑わっていた。若い店員がカウンターの中で忙しそうに働いていた。

				彼は、少し大きめの白いTシャツに、ネイビーのくるぶし丈のパンツ。そして真っ白なスニーカをはいていた。

				じっと見つめる僕に気がついた彼は、愛想よく僕にウインクをして、「何か追加の注文ありますか？今、ドーナツが揚がりましたよ」と言った。

				「うん。ドーナツをもうひとつください」と言うと、彼は「わかりました。あなたのシャツはとてもクールですね」と言った。

				その日の僕は、自分にとっての定番であるストライプのシャツを着ていた。

				「君の服もすてきだなと思って見ていたんです。パンツがとても似合ってますね」と言うと「これが僕の定番なんです。仕事の時も、デートの時も、いつもこのネイビーのパンツをはいているんです」と彼は言った。

				「僕にとってのこのシャツもそうなんです。自分の定番をほめられると嬉しいよね」

				僕がそう言うと、少し離れたところから、僕のシャツをもう一度眺めて「うん。よく似合っている」と笑顔で言った。
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				彼のパンツは太すぎず細すぎず、足首が少し見える丈のせいで、すっきり見えて、トップスにどんな服を持ってきても、バランスがとれる、まさに定番にしたいパンツだと思った。

				そんなやりとりを隣で聞いていたのか、「やっぱり男の人の着こなしで大事なのはパンツよ。そして靴もね」とアシャが口をはさんできた。

				「たしかに靴も大事。着こなしにおいて、靴とパンツはいつもセットなんだ。要するに、いいパンツをはく。これは基本。で、そのパンツに合ったいい靴をはく。パンツと靴のバランスが悪ければ、着こなしのすべてが台無しになる。僕はそう思っている」と彼は言って、皿に載せたドーナツを僕の目の前に置いた。

				「女性の場合はどうなのかしら？」とアシャが聞くと、「うーん。これはあくまでも僕の持論だけど、女性は髪型かな。髪をきれいにまとめていたり、とにかく髪型をエレガントにきちんとしていれば、あとはどんな服を着ていても、すてきに見えるんだ。僕は毎日ここでいろんな人を観察しているからわかるんだ」

				「髪ね。たしかにそうかもしれない」と僕が言うと、「男の人はそう見ているのね」とアシャが言った。

				「さあ、そろそろMOMAに行こう」と僕はアシャに声をかけて、ドーナツを頬張った。

				「何を観るんだい？」と彼が聞いたので「ジャクソン・ポロック！」と僕とアシャは声を揃えて答えた。

				すると彼は親指を立てて、満面の笑顔でうなずいた。
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					ウエストはゴムベルトとスピンドル（ウエストを絞るヒモ）のイージー仕様、さらにベルトループもついたEZYアンクルパンツ。新たに仲間入りした“リラックスフィット”は、モモ周りをゆったり、ひざ下をテーパードさせたリラックス感あるニューシルエット。あらゆる体型、年代のお客様にはいていただいた時に、ただ大きいだけになっていないか、だらしなくなっていないかを徹底的に検証して完成しました。

					生地は伸張率20パーセント、伸張回復率65パーセントの高いストレッチ性を誇る、織りの目の深いツイル素材を使用。先が丸い縫製針、糸切れしにくい縫製糸を使い、きれいな仕上げにもこだわりました。
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					ウールのような上質感のある素材を用いた“ウールライク”は、表面に起毛加工することで、よりふくらみのあるソフトな風合いに。洗濯後もシワになりにくく、手入れが簡単なイージーケアをプラス。さらにストレッチ性もありはき心地は抜群です。アンクル丈だからこそ実現したすっきりとした裾幅は、革靴、スニーカー、サンダルと様々なシーンにフィット。

					今季はセンタープリーツを入れることでより立体的できれいなシルエットに仕上げました。縫い目を利用したポケットは開きにくく、サイドラインを美しく見せてくれます。ウエストに使用しているゴムベルトは、表地の色、素材と完全に一致しているので、ベルトなしでのタックインもスタイリッシュに。夏のビジネスウェアとしても活躍間違いなしです。
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					2019.2.26
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					MEN

					EZYアンクルパンツ

					（ウールライク・丈標準65～71cm）

					¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					いいパンツは、

					どんな服にも合う。

					いつでもどこにでも、

					はいていける。
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				EZYリラックスフィットアンクルパンツ

				（コットン・丈標準64～70cm）

				¥2,990 ＋消費税
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				結婚とは

				アシャと出会って六年と三ヶ月。そのうちの五年は遠く離れていたけれど、互いの心の隅っこから、相手の存在が消えることはなかった。今思えば、その五年が僕らのきずなを確かめさせたのだ。決して無意味な五年ではなかった。

				「ねえ、わたしたちこれからどうする？」

				ある朝、目を覚ますと隣にいたアシャがこう言った。

				「うん。そうだね。一緒にいよう。いや、一緒にいたいな」と僕は答えた。

				「それってプロポーズ？」と言って、アシャは笑った。

				「うん。まあね」と僕は答えた。

				僕は、ベッドの横に置かれた花瓶に挿してあったチューリップを一輪抜き、黙って両手でアシャに渡した。

				アシャは僕の目をじっと見つめてから、両手で受け取り、「ありがとう……」と小さくつぶやいた。そして、「コーヒーを淹れるわ」と言って、キッチンに立った。

				僕とアシャの結婚はこうして決まった。

				不安と心配は人一倍あった。いや、二倍も三倍もあった。

			

		

		
			
				すてきでしょ。オキーフっぽくない？

			

		

		
			
				WOMEN

				ハイライズ

				ストレートジーンズ
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				現実的にこれから二人でどんなふうにやっていくのかなど、なにひとつ決めていなかったし、結婚してからのことは、わからないことだらけだった。けれど、だからといって二人が離れるイメージは互いに微塵もなかった。

				「ただ一緒に手をつないで歩いていくだけよ」

				アシャがぽつりとこう言った時、不安や心配は考えれば考えるほどに膨らんでいくけれど、僕の心の中には迷いがないのがわかった。

				これまで僕はアシャと何をしてきたのか。そうだ。僕らは一緒に歩いてきたのだ。

				雨の日も風の日も、荒れた地面や坂道、時には地面に手をつきながら。それでも一緒に歩いてきた。知らない街の知らない道を、遠くにかすかに見える光に向かって、ふたりでゆっくりと歩いてきた。はげましあい、支え合い、生かしあいながら、手をつないで歩いてきたのだ。

				だから、これからも歩いていく。いや、アシャと一緒に歩いていきたい。そう思った。

				不安なく心配のない道であれば、一人で歩けばいい。そうではないから、僕らは二人で歩いていくのだ。

				「準備？　そんなもの必要ないわ。迷いがないなら今、出発よ」

				アシャはよくそう言って、即行動に移す人だった。そうやって、自分の人生を切り拓いていた。失敗も挫折を恐れずに。

				「ただ一緒に手をつないで歩いていくだけよ」

				これが僕らにとっての結婚だった。

				オキーフの言葉

				アシャはいつもコーヒーを片手に、その日のコーディネートをあれこれと決めるのが好きだった。

				「ねえ、見て、このデニム。すてきでしょ。オキーフっぽくない？」

				アシャは、白いTシャツを、ハイウエストでストレートなデニムにタックインして僕に見せた。

				アシャはアメリカを代表する画家のジョージア・オキーフを敬愛していた。オキーフのシンプルな服の着こなしには、服作りにおいてかなり影響を受けていて、特に若い頃のデニム姿が大好きだったようで、昔に撮られたオキーフのそんな写真は額装して飾るほどだった。

				「ねえ、わかる？　オキーフがデニムをはいてオートバイの後ろに乗っている写真とか、ほら、牛の頭蓋骨を手にして立っている写真。どちらもハイウエストなデニムでかっこよくて、かわいいのよ」

				大好きなオキーフのことを語り始めるとアシャは止まらなかった。

				オキーフがオートバイの後ろに乗っている写真は僕も大好きだったのでよく憶えていた。
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				「裾を膝下まで無造作にロールアップしていて、白いスニーカーをはいていたよね。彼女がニューメキシコでヒッチハイクしたときの写真でしょ」

				「そうそう、ストレートで太いデニムだからこそ、ハイウエストがかわいいのよ。牛の頭蓋骨を持った写真はシャンブレーのシャツをタックインしてカーディガンを着ているんだけど、そのコーディネートも大好き」

				アシャは鏡の前でデニムのウエストをぐっと上げて、「今ってこういう気分よね。ちょっと前はスケーターみたいに腰ばきもしたけど」とつぶやいた。

				僕はアシャの言葉にうなずくことができた。確かにそうだ。特に女の子は、ストレートで太めのデニムを、ウエストでぎゅっと絞ってはくくらいが今はすてきに見える。トップスもゆったりしたブラウスやTシャツを合わせるほうがいい。

				オキーフのように、白いキャンバスのスニーカーを合わせて、アシャはご満悦だった。

				画家のジョージア・オキーフの、自分のやりたいことをやり抜く強さは、コーディネートを真似して楽しんでいるアシャにも備わっていた。

				「成功するかしないかは全く関係ありません。大切なのは、自分が知らなかったことを知るということ」。

				オキーフが残したこんな言葉を、アシャは心から大切にしていた。

				これから一緒に歩いていく。僕とアシャは、ただそれだけでしあわせだった。
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					どなたにも美しく着こなせるストレートシルエットが自慢の、ハイライズストレートジーンズです。ストレートフィットに最適な12.5オンスの肉厚な生地は、体のラインを拾わずにまっすぐな脚のラインを演出。ストレートがもっとも表現できるレングス設定にもこだわりました。

					リラックスフィットながら、ウエスト、ヒップ周りがすっきり見えるデザインとパターンを何度も試作、フィッティングを繰り返してたどり着いたフォルムです。
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					生地は世界に誇る日本屈指のデニムメーカー、カイハラ社と開発した最高品質デニムを使用。ヴィンテージデニムにも匹敵する本格的な見た目ながら適度なストレッチ性を持ち、快適なはき心地です。

					表情を決定づける加工は、ユニクロが開設したロサンゼルスの「ジーンズイノベーションセンター」で徹底的に研究。数十バージョンに及ぶサンプルからベストな色を選び商品化しました。手に取った瞬間に最高の風合いを楽しんでいただけるはずです。
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					2019.3.5
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					WOMEN

					ハイライズ

					ストレートジーンズ

					(丈標準72cm）

					¥3,990 ＋消費税

				

			

			
				
					すてきなあのひとは、

					歩くのが好き。だから、

					デニムが似合うんだ。
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				おかあさんの笑顔

				パリからニューヨークへと向かう準備をしていた矢先のことだった。

				エチオピアの実家から、おかあさんの病状が良くないと、アシャに電話があった。

				アシャは迷うことなく、ニューヨーク行きの便をキャンセルし、すぐにエチオピア行きの飛行機を手配した。

				八時間のフライト中、アシャは手の中に小さなお守りをずっと握り続けた。このお守りは、アシャがニューヨークで一人暮らしをはじめた時、おかあさんが持たせてくれた水晶だった。

				おかあさんが入院する病院に着き、ベッドに横たわる、やせほそった母の姿を見たアシャは、「最期までずっと一緒にいる」と心に決めた。

				「おかあさん、私よ、わかる？」

				おかあさんの手を自分の頬に当てて、アシャが声をかけると、おかあさんは静かに目を開き、にっこりと笑った。

				おかあさんはアシャの手をぐっと握り返して、また目を閉じた。

				「あまりよくないんだ…」と、そばにいたアシャの兄が言った。

			

		

		
			
				どうだい？

				似合っているだろ？

			

		

		
			
				ワッフル

				クルーネックＴ

				（長袖）
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				アシャにとっておかあさんは、母であり、人生のメンターでもあった。

				「やけどをしたからっていって、火を恐れたらだめ。生きていくためには、火は必要なのよ……」

				「人間はみんな、自分でやけどしてから、はじめて火の熱いことを知るの。すべて学びよ」

				ずいぶん前、ある男性との恋に後悔しているアシャに、おかあさんはこう言って諭した。

				「おかあさんって、どうしていつもそんなに元気なの？」

				ある日、アシャはおかあさんにこう聞いた。すると、「しょっちゅう泣いているからじゃないかな？　私は涙もろいから」と。おかあさんは笑って答えた。

				そして、「悲しくなくても、ときどき泣かないと身体に悪いんじゃないかなと思うのよ。わたし」とおどけて言った。

				いつも元気で、自分をはげましてくれていたおかあさんが、こんなふうに病院のベッドに横たわっている現実が、アシャにとっては信じられなかった。

				「おかあさん、私ずっとここにいるからね」

				アシャはもう一度おかあさんの手を自分の頬に当てて声をかけた。そして、手の中にあったお守りの水晶を枕元に置いた。

				おかあさんの好きなシャツ

				アシャは病院に泊まり込み、おかあさんの看病をし続けた。

				おかあさんは、ときおり目を開けることはあったが、ほぼ昏睡状態で、いつ何が起きても不思議ではない状況だった。

				「できるだけ家族がそばにいるようにしてあげてください」と医者は家族に告げていた。

				アシャのおとうさんも仕事を他人にまかせて、おかあさんのそばから離れることなく、その容態をずっと見守っていた。

				その間、アシャは、おかあさんの枕元で、久しぶりに会ったおとうさんといろいろな話をした。

				「おとうさんとおかあさんは、結婚した頃ってどういう暮らしだったの？」

				「とにかくお金がなかった。おとうさんは自分で仕事をはじめたばかりだったけれど、なかなかうまくいかなくて、おかあさんに渡す毎月の生活費がほんとにわずかだったんだ。けれども、おかあさんはその都度、笑って、来月はほんのちょっとでもいいから増やしてねと言って、おとうさんを励ましてくれたんだ……」

				「うちは貧しかったの？」

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				ワッフル

				クルーネックＴ

				（長袖）

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			
				74

			

		

		
			
				「ああ、ほんとうに貧しかった……。今では笑い話になるけれど、その時、借りていた家の家賃は、これ以上安い家賃はないくらいに安かったんだ。それでも、私たちにとって払えない時が一度だけあった。おとうさんはおかあさんと、赤ん坊だったお前の兄を抱いて大家さんの家へ行き、家賃を一ヶ月待ってくれないかとお詫びに行ったんだ。すると、大家さんは、来月二ヶ月分の家賃を払うのは大変だろうと言って、少しずつ足してくれればいいと言ってくれてね……」

				「そんなことがあったのね……」

				「その時、おとうさんの涙は止まらなく流れた。そして、二度とこんな思いをおかあさんにさせてはいけないと心に誓ったんだ。それからがむしゃらに仕事をして、やっとここまで成功できたんだ。あの時をきっかけにしてね」

				今おとうさんはエチオピアでも有数の企業を経営し、成功者の一人として知られていた。

				「おとうさん、そのTシャツなつかしいね。昔からよく着ていたよね？」

				アシャは、おとうさんの着ていた白いワッフル地のTシャツに手をあてて言った。

				「これはいつかおかあさんが買ってくれたものだよ。おかあさんはこういうサラサラしたコットンの服が好きだったんだ」

				おとうさんは自分の着ているTシャツを自慢げに見せて言った。

				「おかあさん、どうだい？　似合っているだろ？」

				おとうさんはおかあさんの手をずっと握って離さなかった。おかあさんは安らいだ表情ですやすやと眠っていた。
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					立体的な生地のデザイン性と、着心地の実用性を兼ねそなえたワッフルクルーネックTシャツです。ポイントはフィット感。これまで通りインナーとしての使用はもちろん、1枚でも存在感を発揮し、女性に着ていただいてもほど良いリラックスを感じていただけるシルエットに仕上げました。

					身頃のバランス、肩まわりと襟の形状すべてにこだわり、フィッティングと修正をなんども重ねてようやく完成した自慢のフォルムです。
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					これまでは、生地で身生地を挟み込み襟ぐりをつくる「バインダー仕様」でしたが、今回から襟と身生地を一緒に内側に織り込み、裏側からミシンで縫い合わせる「付け襟」に変更。Tシャツのように、インナーとして着用した時はトップスに響きにくく、1枚でも着られるのがポイントです。

					襟のへたりにくさもポイント。ワッフル生地特有の凹凸は、空気を含むので保温性が高く、肌との接触面積が減ることでサラサラの肌ざわり。ニットのように1枚で、カーディガンを羽織ってワッフル生地の表情をちら見せするなど、コーディネートのアクセントとして幅広く活躍してくれるアイテムです。
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					MEN

					ワッフルクルーネックＴ（長袖）

					¥1,990 ＋消費税

				

			

			
				
					大切にされているような、

					愛されているような、

					そんな着心地です。
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				KIDS

				ワッフルクルーネックＴ（長袖）

				¥990 ＋消費税
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				おとうさんと会う

				僕とアシャはニューヨークで再会し、互いの気持ちをもう一度しっかりと確かめあい、結婚をした。僕は二十六歳で、アシャは二十三歳だった。

				結婚前、アシャは、おとうさんに僕を紹介する機会を作ってくれた。おとうさんはそのためにニューヨークまでやってきた。

				どんなふうに自己紹介したらいいのか。どんなふうに結婚の許しを得たらいいのか。これまでの人生の中でこんなに緊張したことはない。それよりも、アシャのおとうさんはどんな人なのだろう。当然、初対面だった。

				「おとうさんは優しい人だから大丈夫。リラックスしてね。結婚を反対しているわけではないんだから」

				「うん、わかってる。でも賛成しているわけではないんだよね……」

				「あなたに会いたいのよ。私も早く会わせたいわ。何を着ていこうかな。おとうさんはきっとカジュアルだから、あなたもいつもの服でいいと思う」

				アシャはその日が来るのを心から楽しみにしているようだ。

				おとうさんと僕らは、3rdアヴェニューにある『エッサベーグル』で待ち合わせをした。おとうさんはこの

			

		

		
			
				日本の人が大好きなんです。
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				レーヨン

				スキッパーブラウス

				（7分袖）
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				店のサンドイッチが大好物だという。緊張している僕に気をつかってくれたのか、カジュアルな店を選んでくれた。格式張ったレストランなどでなく、僕は少しほっとした。

				おとうさんとの待ち合わせは午後二時。僕とアシャは十五分前に着いた。

				『エッサベーグル』はニューヨークでも大人気のベーグル屋で、いつでも混んでいる。注文の前にテーブル席を確保しようと、店内を見渡すと、ベースボールキャップをかぶった男性が僕らに手を振っているのが見えた。

				「やだ、おとうさん。やっぱりもう来てるわ」とアシャが笑いながら言った。

				「ああ、私、忘れてたわ。おとうさんはせっかちだから、いつも待ち合わせの時間の三十分前に来る人なのよ。ごめんなさい。そのことを言い忘れてた……」

				苦笑いしたアシャは走っておとうさんの元に駆け寄って、「来てくれてありがとう！」と思い切りハグをした。そして、「彼が私の大切な人よ」と言って、僕をきちんと紹介してくれた。

				おとうさんは「はじめまして。アシャの父です」と言って、戸惑っている僕を両手で引き寄せハグをしてくれた。

				「どうぞどうぞ、座ってください。おすすめのサンドイッチを今、買ってきますから」

				おとうさんは店のカウンターに行き、三人分のサンドイッチを注文した。

				「一緒に食べながらお話ししましょう。ここのサンドイッチは最高においしいんだ！」

				そう言って、おとうさんは僕の肩をやさしく抱いてくれた。「ありがとうございます……」とぎこちなくお礼をいうと、「君はもう私の息子だから」と言って、僕の頭を自分の胸に引き寄せた。

				日本人の誇り

				おとうさんは、定番のクリームチーズとサーモンとトマトや、チキンやツナなどをバランスよく組み合わせたサンドイッチを注文し、三人でシェアできるように切り分けて、テーブルに並べてくれた。

				「私は日本の人が大好きなんです。まだ若い頃、仕事で日本に行ったときに出会った、日本の人のことを、今でも忘れることはできません。こんなにすばらしい人たちが、この世界にいるのかと驚いたのです。大げさではないですよ」

				おとうさんはベーグルを片手で持ちながら、こんなふうに話しはじめた。

				「ある東北の農村を訪れたときのことです。私のような外国人に対して、どこの家庭でもお茶やお菓子でもてなしてくれて、何から何まで世話をしてくれたのです。言葉なんて通じなくても手振りでおもしろおかしく対話ができました。日本の人というのは、子どもから大人まで、笑うのが大好きなんですね。そこがエチオピア人と似ているんです。いつもにこにこ笑って、精一杯の親切をしてくれるんです。その姿に私は感動しました」

				おとうさんは、日本人のことを、この世界でもっとも礼儀正しい人たちであると言い、自分が日本で経験したたくさんの感動を僕に話してくれた。

				それを聞いていたアシャは「こんな話を聞いたのはじめてよ。
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				おとうさんが日本の人を好きだなんて知らなかったわ」と言った。

				「昔の日本人のよいところを僕らは忘れてしまっているかもしれません」と言うと、「いやいや、私はわかるよ。君がたしかにあの頃の日本人と一緒であることをね。日本人であることを誇りにしてください」とおとうさんは答えた。

				この日、アシャは、白いレーヨンのブラウスを着ていた。

				「アシャ。よく憶えているね……。今日、そのブラウスを着ているのは偶然ではないね」

				おとうさんはアシャの手をとって、こう言葉をかけた。

				「私、おかあさんから何度も聞いているから忘れることはないわ。おとうさんがおかあさんとの結婚を許してもらうために、おかあさんの両親に会いに行った時のこと」

				「その時、おかあさんが着ていたのも白いブラウスだったんだ。エチオピアで白は決意を意味する色。結婚してからも、おかあさんは大事な時には必ず白いブラウスを着ていたね」

				「うん、そう……」

				うなずいたアシャは、先日、亡くなったおかあさんを思い出して涙ぐんだ。

				「私は君たちの結婚を祝福するつもりで今日ここに来たんだよ」

				そう言いながら、ベーグルをおいしそうにほお張るおとうさんの目にも涙が浮かんでいた。

				アシャは着ているブラウスに目をやり、「おかあさんもきっと喜んでいるわ」とつぶやいた。
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					この春から新しく生まれ変わったレーヨンスキッパーシャツです。最大の変化は、透けにくく、より綺麗に着こなせる素材に進化したこと。光沢感のある糸を使用しながらも、織り方を変えることで生地に厚みを出し、透け感を軽減。生地自体の目付け（重さ）も増えたことで美しい落ち感も生まれました。

					前シーズンまでご支持をいただいた「肌ざわり」を大切に、袖を通した時のなめらかさ、お手入れを簡単にするイージーケア機能、エレガントな見え方、すべてのベストバランスを取り入れて開発した自慢の着心地です。
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					肩を少し落としながらも、身幅を少し小さめにすることでリラックスかつエレガントに見えるシルエットが特徴です。襟元は何度もサンプルを製作し、女性らしさを残しつつ最適な（下着が見えないような）開きに調整。短めの七分袖は、腕を曲げても袖元の切り込みから肘が見えにくいようにデザインに仕上げました。

					ビジネスシーンではスーツとセットで、プラベートではデニムと合わせて、また、デートやご近所着にもおすすめ。色、柄、デザインのバリエーション豊富に取り揃えた、着まわし抜群の万能アイテムです。
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				スキッパーブラウス
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					2019.3.19
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					WOMEN

					 レーヨンスキッパーブラウス（7分袖）

					¥1,990 ＋消費税

				

			

			
				
					後ろ姿がきれいと、

					必ず言われる。

					そんなブラウス。

					私の定番です。
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				育児とは

				子どもが生まれた時、僕とアシャは、この尊い宝ものであるいのちに対して、かぎりない愛情はもちろんのこと、この子がこれからの未来を生きていくために必要なことはなんだろうか。僕らは何を与えていくべきなのか。それをよく話し合った。

				まずはじめに確かめあったこと。それは、育児は二人でやっていこう。どちらか一人の役割ではなく、一緒に考え、分かち合い、支え合ってやっていこうということだった。

				細かなことも含め、育児についていろいろと話していく中で、アシャが話してくれた印象的なことがあった。

				「わたしね。子どもの頃、いちばん嬉しかったことって、おとうさんとおかあさんが仲良くしていることだったの。いちばん悲しかったのは、おとうさんとおかあさんが喧嘩したり、仲良くしていないことだった。二人が仲良くしていること。それはわたしにとって、もっとも安心できることだったの。きっとどんな子どもでも、その感じ方は同じと思うわ」

				僕自身もそうだった。幼い頃、何がつらかったかというと、両親が言い争いをしているのをそばで聞いていることだった。不安で不安で仕方がなかった。そんな時は、まるで家が風吹く崖の上に建っていうようにドキドキして怖かった。

			

		

		
			
				そこにはこんなことが書いてあった。
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				デニムジャケット
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				「だからね。わたしこう思うの。育児にいちばん大切なことって、夫婦がすごく仲良くしていることだって。この子が少しずつ大人になっていくにつれて、結婚っていいな。自分も早く結婚したいなと思えるように、そのお手本になれるかどうかわからないけれど、自分の家は絶対に大丈夫なんだ、と思ってもらえるように、安らぎを感じるように、わたしたちの日々の関係を見せることだと……」

				「うん。そうだね。僕は母に言われたことで、こんな嬉しい言葉がある。それはある日、学校の成績が下から数えるのが早いくらいに悪かった時、『あなたはそのままでいいと思うの。おかあさんにとっては、ありのままのあなたがいちばん嬉しいのよ』と言われたんだ。このとき、勉強ができるとかできないとか関係なく、ありのままの僕のことを好きでいてくれんだという母の言葉に安心をしたんだよね」

				「すてきな言葉ね……」

				そう言ったアシャは、僕の手を握って、ベビーベッドですやすやと眠る赤ん坊を見つめた。

				「そうは言っても育児ってむつかしいと思う。うまくできないことだらけだと思う。なぜならはじめてだから……」

				「わたしのおかあさんが亡くなる前に、残してくれた手紙があるの。そこにはこれからのわたしたちに向けたおかあさんなりのアドバイスっていうのかな、育児や夫婦に

				ついてなど、そういうことがたくさん書いてあったわ」

				アシャはそう言って、その手紙が入った封筒を僕に渡した。

				子どもに教えたいこと

				封筒の中には、手紙と一緒に、一枚の写真が入っていた。

				その写真はアシャのおとうさんとおかあさんが一緒に写っているものだった。おとうさんはデニムジャケットを着て、白いシャツにチノパンをはいている。おかあさんはレモン色のブラウスに白いカーディガンにデニムのパンツだった。写真の裏を見ると、アシャが生まれた年に撮られたものだった。

				「この写真。ちょうど僕らと同じ歳くらいだね。アシャが生まれた時だから、今の僕らと同じタイミングだね」

				僕はアシャのおとうさんのしあわせそうな表情をじっと見つめた。

				「この頃って、おとうさんとっても苦労していたんだよね。でも、すごくしあわせそうな顔をしている。おかあさんと一緒にいることがすべてのちからになっていたんだね、きっと」

				「うん。そうね……。デニムジャケットなんて着ちゃって」とアシャは笑った。

				僕はおかあさんの手紙のある一節に目をとめた。そこにはこんなことが書いてあった。
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				「きっとこれから生まれてくる孫に向けて、あなたたち夫婦に教えておきたいこと。それはあなたたちの小さな子どもに教えてあげてもらいたいことです……」

				ここまで読んだ僕は、つづきをアシャに聞こえるように音読した。

				「人は一人ひとり違うということをしっかりと教えてあげてくださいね。この世界にいる人はみんなあなたと違うということ。同じ人なんかいないのです。人はみんな違う。だからこそ、自分の考えていること、思うこと、感じていることは、言葉にして伝えなければいけない。そして、その反対に、自分以外の人の言葉にしっかりと耳を傾けること。そして、その考えや思いを、よいわるいと判断せずに、理解してあげること。これが大切。子どもの時に、世界の人はみんな考えていることや思っていることが違うと教えてあげてください。子どもの成長、そして学びは、そこからはじまるのですから……」

				僕が読んだ手紙を聞いたアシャは「小さい頃のことを思い出すわ……。このことって、おかあさんによく言われたことよ。人はみんな違う。違うからあなたの思い通りにしようとしたらだめ。よく話し合って、人のことを知りなさい、理解しなさいって。そうやって世の中を見つめなさい、と」

				「ほんとうに大切なことだね……」。僕はアシャが、いつも人の話しをよく聞こうとする姿勢や、自分の価値観を人に押し付けようとしないことの理由がよくわかった。

				「ね、写真撮らない。うちの両親みたいに」

				アシャは、窓の近くの棚に、フィルムの入ったカメラを置いて、セルフタイマーをセットした。

				「あ、待って！」と言って、僕はクローゼットからデニムジャケットを取り出して羽織った。

				僕とアシャは手をつないでカメラの前に立った。

				カシャンとシャッターが降りたとき、この写真には、どんな自分の顔が写ったのだろうと思った。
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					よりスタイリッシュなデザインに生まれ変わったデニムジャケットです。生地は、「コーンミルズ」社とユニクロが共同開発したオリジナル。デニム特有の美しいタテ落ちと、従来のデニムにはないストレッチ感を融合させた自慢の素材です。

					ストレッチを入れすぎると、製品の加工や縫製時に歪んで波打ってしまうため、着心地のよさと縫製の仕立て栄えの両方を兼ね備えたベストバランスを探しました。
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					ユーズド感のあるリアルな表情は、ユニクロが誇るロサンゼルスの「ジーンズイノベーションセンター」で色味を作り上げたもの。袖や背面の色落ちなど細やかに調整し、店頭に並ぶデニムジャケットすべてが個体差なく同じクオリティになるようにこだわりました。また、身頃の加工や色によってステッチカラーを変えているのもポイント。

					たとえば68カラーのワンウォッシュには新品のような濃いめの金茶、63カラーには加工した色に合うような色あせたものを使用。カジュアルはもちろん、チノパンやトラウザーに、インナーはハイネックやモックネックなどを合わせた大人のきれい目カジュアルで着ていただくのもおすすめです。
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					2019.3.26
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					MEN

					デニムジャケット

					¥3,990 ＋消費税

				

			

			
				
					清潔感があって、

					着ていて疲れない、

					こんなデニムジャケットが、

					ほしかった。
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				パリで覚えたこと

				アシャの二十三歳の誕生日。僕らはハーレムのレストラン「アビシニア」に夕食を食べに出かけた。

				その日のアシャは、シャツドレスにお気に入りのパンプスをはいていた。

				これまでは服から靴までカジュアル志向な着こなしのアシャだった。けれども、パリ在住をきっかけに、いつものカジュアルさにエレガンスなテイストを取り込むようになった。

				一番の変化は、カジュアルなコーディネートであっても、いつもパンプスをはくようになったことだ。

				「パリで覚えたことだけど、女性にとって座り方や立ち方はとっても大事。そのために私が覚えたのはパンプスをはくこと。いまさらだけど、パンプスはどんなスタイリングも合うってことを発見したの。これまで私にとってパンプスって、特別なものだったけど、パリでは日常靴なのよ」

				アシャにとってパンプスは、小さなカルチャーショックだったという。

				「アビシニア」は、座卓のような低い椅子に座って、丸いトレーを囲んで食べる、僕らがお気に入りエチオピア料理のレストランだ。ナイフもフォークもなく、

			

		

		
			
				で、どうやってこれを？

				と彼女は聞いた。
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				ヒールパンプス
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				インジェラという白いクレープのようなパンをちぎって、鶏肉のシチューやスパイシーな料理を包んで、手で食べるスタイルが人気。

				「誕生日おめでとう。アシャ。結婚して初めての誕生日がこんなふうに質素でごめん。結婚式もまだ挙げれなくて……」

				僕はアシャに小さな箱を手渡した。

				「いいのよ。そんなこと。気にしないでね。プレゼント？　嬉しいわ。でも、無理しないでね。大丈夫？」

				アシャは喜びと心配が混ざった表情で僕の肩を抱き、「開けていい？」と言った。

				「うん。気に入ってくれるといいんだけど……」

				箱を開けてプレゼントを見たアシャは、あまりに驚いたのか、口に手を当てたまま僕の目を見つめた。

				「え？これどうしたの？！」

				アシャは箱から指輪をそっと取り出して手の平にのせた。

				「結婚指輪としてもらってほしい」と僕は言った。その指輪は、僕とアシャがお気に入りのソーホーのアンティークショップに非売品として、ずっと飾られていたものだった。以前から、この指輪をアシャが憧れていたのを僕は知っていた。

				「絶対に売らないとあの店主が言ってたよね。どうやって手にいれたの？」

				「このターコイズの指輪を結婚した妻にプレゼントしたいとお願いしたんだ。もちろん断られたよ。でも、僕は店主が必死になって探しているものを知っていたから、それと交換してもらえるように頼んだんだ」

				「店主は何を必死に探していたの？」とアシャは聞いた。

				僕はアシャの左手の薬指に指輪を通してみた。サイズはぴったりだった。

				パンプスの奇跡

				薬指にはめたターコイズの指輪をじっと見つめながらアシャは目をつむった。そしてこう呟いた。

				「ほんとうに嬉しい……。どんなに高級な結婚指輪よりも、この指輪は私にとっては価値があるのよ。売るために作ったものではなく、きっとお守りとして作られたものでしょ。この緑がかったターコイズはもう採掘できないものだから、ネイティブアメリカンにとっては宝ものよ」

				僕はアシャが心から喜んでくれたことに、ほっと安堵をした。自分は物で愛情表現するようなタイプではないけれど、僕はどうしてもアシャが欲しいものをプレゼントしたかった。一度は迷いながらも。

				「で、どうやってこれを？」とアシャは聞いた。

				「店主に聞いたんだ。この指輪は何となら交換してくれるのかって。そうしたら、『Hat Mine』という種類のターコイズだったら交換してやるって言うんだ。『Hat Mine』は『ラベンダーブルー』とも言われる、ターコイズの中でも最も価値の高い石で、これまで帽子一杯分しか採掘されていないことで知られているもの。それなら一粒で交換してやるってね」

				「そんな希少な石を見つけたの？まさか持ってたわけではないよね？」

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				WOMEN

				チャンキー

				ヒールパンプス

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			
				92

			

		

		
			
				「トーコさんを覚えてるよね。以前アシャに服をプレゼントしてくれた人」

				「当然よ。忘れるわけないわ。私はトーコさん大好きだもの」

				「実はこの前、トーコさんにアシャとの結婚を報告しに行ったんだ。そうしたら、すごく喜んでくれてね。その時に小さな革袋に入った小石をもらったんだ。それは、ずっと昔のトーコさんがニューメキシコを訪れた時に、ネイティブアメリカンから、あることのお礼でもらったらしく、その時、この石はいつか必ずあなたのところにやってくる、この石を必要としている人に贈るようにと言われたらしいんだ。『黒い髪の男』と言われたんだって。トーコさんは、今日がその時だと思ったんだって」

				「そして、『これは私からでもあるけれど、それ以上の何か特別な運命のようなものから、あなたたちへのプレゼントよ』と言って、僕に革袋を渡したんだ。店主から『Hat Mine』と言われた時、僕ははっと思って、持っていた革袋から石を出してみたんだ。そうしたら、他のターコイズに比べて、はるかに濃いブルーの二粒の石を見つけた。それが『Hat Mine』だと僕はすぐにわかったんだ」

				「なんだかおとぎ話みたい……。でも、すごいわ。ずっと前からこの指輪が私のところにやってくるのが予言されていたみたい……。この指輪にも何かストーリーがあるような気がするわ」

				「パンプスはいててよかったわ！パリの知り合いの女性が言ってたんだけど、『いつだってパンプスが奇跡を起こす』という言い伝えがあるらしいわ。そのくらい女性にとってパンプスはラッキーアイテムなんだって」

				満面の笑顔でそう話すアシャを見ながら、僕は「Hat Mine」がもう一粒残っているのが気になって仕方がなかった。
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					美しい脚姿と快適なはき心地にこだわったパンプスです。あらゆる人の足型に合うパンプスを目指し、木型、パターン、インソールのアップデートを重ね、フィッティングと修正を何度も繰り返して生まれ変わりました。シルエットはきれいなポインテッドトゥ、はき口のラインを見直して甲の収まりとはき心地をアップ。

					インソールには足裏にフィットするアーチクッションを採用して防菌防臭機能をプラス。さらに靴擦れしやすいかかとのはき口部分にもやわらかクッションを追加しました。
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					素材は高見えするマイクロファイバースウェードを使用した弱撥水仕様。本物の革靴と比べても見劣りしないクオリティが自慢です。トレンドを超えて普遍的に支持されるポインテッドトゥチャンキーヒールは、ジャケットにパンツスタイルなどの仕事着と合わせても、スキニーパンツやボリュームスカート、ワイドパンツなどカジュアルなオフ仕様の着こなしにも幅広く活躍してくれます。

					屈曲性とグリップ性にすぐれたアウトソールを使用しているので、上品ルックスでもアクティブに使えるLifeWearです。
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					2019.4.2
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					WOMEN

					ポインテッドフラットシューズ

					¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					パンプスをはくと、

					奇跡が起きるって、

					信じている私がいる。
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				チャンキーヒールパンプス

				¥2,990 ＋消費税
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				今から、ここから

				目をつむるたびに、あの日のことをよく思い出す自分がいる。

				日本を経ち、サンフランシスコというアメリカの地をはじめて踏み、見上げた夜空、耳にした街の喧騒、いろいろな暮らしが混ざりあった匂い、右も左もわからなかったけれど、今から新しい一歩が始まる。なにがあろうとここから頑張るんだという、夢と希望で僕の胸はふくらんでいた。

				そう。あの日あのとき、「今から」「ここから」と決意して僕は歩き出した。

				よく考えてみると、「今から」「ここから」という、初々しい感情はこれまでもあった。

				小学校の入学式。リトルリーグに入団した日。高校受験の日。はじめて恋をしてデートをした日など。そんなふうに、自分のちからを振り絞って、「今から」「ここから」踏み出した小さな一歩の記憶は忘れられない。

				日曜の早朝、僕はニューヨークのアパートの窓辺に座り、マグカップに淹れたコーヒーを飲みながら、ぼんやりと「今から」「ここから」という思い出に耽っている。傍らには結婚したアシャと一人娘のニコがいる。暮らし自体は決して楽ではないが、ここニューヨークで書籍商として認められ、こうしておだやかな日々を送っている。

			

		

		
			
				ブリーフにはこんな思い出がある。
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				スーピマコットン

				ボクサーブリーフ
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				そんなふうに落ち着き払っている自分がいる中、心のどこかで、新たな「今から」「ここから」を求めている自分にも気づいていた。あの日あのときを懐かしんでいるようでは駄目だ。次の景色を見にいこう。今ここで歩みを止めてどうするんだ、ゴール地点のテープはまだまだずっと先だ、と叱咤する自分もいた。そうなんだ、人生はまだはじまったばかり。

				僕はコーヒーを一口飲み、窓から見えるエンパイアステートビルを眺めた。そしてこう呟いた。「もっと先へ行こう」と。

				「さあ、どうしよう？」と、何か答えを求めるようなとき、一番先に頭に浮かぶのは父の姿だった。

				父は、何かを決意し、新しい一歩を踏み出そうとしているとき、必ずすることがあった。

				まずは、髪をいつもより短く切ってさっぱりする。それから、風呂に入って、体を丹念に洗い、最後に清めるようにして冷たい水を何度もかぶった。

				こんな父の姿を見たとき、新しく何かやろうとしているんだな、と子どもの僕にもよくわかった。

				そして、父は用意してあった真新しい下着を身につけて、手入れが行き届いた服を着て、「よし！」と一言小さく呟き、はつらつな表情で出かけていった。

				その先へ行く

				父はよくこんなことを言っていた。

				「下着は半年。半年ごとに新しいものに変えたほうがいい。下着は、毎日着替えるものだから、どうしてもすぐに古びる。半年で入れ替えするのがちょうどいいんだ。

				贅沢なようだが、新しい下着は、気持ちも新しくしてくれるからそのほうがいい」

				父は髪型についても一家言あった。「伸びてからでは遅い。伸びる前に切ろ」と言って、二週間に一度、必ず理髪店に通い、子どもの僕にもそれを徹底させていた。

				下着の入れ替えも、この言葉に通じていて、古くなってからでは遅い。古くなる前に新しいものに替えるという考えだった。

				そんな父の元で育った僕であるから、半年ごとに下着を新しくするのはもはや当たり前になっていて、真新しい下着を身につけた時は、父のように「よし！」とつぶやく自分がいて笑ってしまう。

				男の下着といえば、トランクス派かブリーフ派のどちらかに好みは分かれるようだが、僕はどちらも好きで、両方揃えて、その日の気分で選んでいる。

				ブリーフにはこんな思い出がある。確か小学六年の時だったが、祖母の家に泊まりに行った際、ブリーフ一枚の裸になった時、僕がはいていた赤いブリーフを見た祖母が、「すごく洒落っ気があるわね」と言ったのだ。

				その時、なぜ赤いブリーフを選んではいていたのかわからないが、下着姿を見られて「洒落っ気がある」と言われたことに妙に照れた。それと同時に、普段、他人には見えない下着って、だからこそ色や柄でいろいろと遊べて、
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				服選びと同じように、自由に楽しめるのが面白いなと思った。

				話しを戻そう。

				そんな下着にまつわる記憶を思い出しながら、今、自分にとって必要なのは、いつかの父がそうしていたように、髪をきれいに整え、体を洗ってさっぱりさせて、新しい下着を身につけることだと思った。

				思い立ったが吉日。僕はイーストビレッジの理髪店へと行き、髪を切ってもらった。その帰り道に、新しい下着（今はもっぱらブリーフ）を買い込んだ。

				アパートに戻った僕は、シャワーを浴び、いつもよりも丹念に体を洗って、バスルームの鏡の前に立った。気のせいかもしれないが、昨日までの自分よりも初々しく見えた。

				クローゼットの引き出しの中にあるブリーフを、買ってきた新しいものにすべて入れ替え、新品のブリーフを身につけた。

				自然と「よし！」という言葉が出た。「今から」「ここから」という気持ちで、僕の胸はいっぱいになった。そう、あの頃と同じように。

				ここまで来たけれど、ここからもっと先に進むんだ、と僕は決意した。

				「ここではなく、その先には何があるのか？」

				こんな衝動がいつだって僕を揺さぶるのだ。
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					希少なスーピマコットンを使った贅沢仕上げのボクサーブリーフです。スーピマコットンとは、綿花の中でも最高級ランクに分類される超長綿繊維の中の上質綿のこと。しなやかで柔らかく、なめらかな風合いが特徴です。

					素材の強みを活かし、最高の肌ざわりの生地を開発しました。美しい表面感と身体にフィットするストレッチ性、さらに防菌防臭機能付き。何度も試作を繰り返してたどり着いた自慢の生地です。
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					直接肌に触れるものだから、細部にも徹底的にこだわりました。お客様の声をもとに「はいていて心地よい」を目指し、毎年パターンの改善を続けています。

					ウエストゴムはサイドの縫い目をなくし、締め付け感が少ないストレッチゴムに変更。縫製糸や縫い代の肌当たりのストレスがなるべく少なくなるように、脇線や後中心など、可能な限り縫製をなくしました。
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					2019.4.9

				

			

			
				
					MEN

					スーピマコットン

					ボクサーブリーフ

				

			

			
				
					下着を新しくすると、

					不思議と、

					気持ちも新しくなる。

					安心できる。
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				旅上手な母

				笑われるかもしれないが、旅先で何か困るようなことがあった時、いつも思い浮かぶのは母の顔だ。

				こんなとき、母ならどうするだろう？

				そう自問して、これまで経験した旅先での様々なトラブルを乗り越えてきた自分がいる。

				そういう機会は滅多にないけれど、もし母を誰かに紹介するとしたら。もしくは、母がどんな人なのかと説明するとしたら、僕はきっとこう話すだろう。

				「料理が得意だけど、もっと得意なのは旅行です。旅行の準備、旅行の楽しみ方、旅行先の選び方など、旅行という名のつくものならば、母はどんなことでもきっと得意です」

				僕自身、得意かどうかわからないが、旅行が好きであるのは間違いなく母の影響だ。

				「旅を楽しむなら、その街の朝と夜を味わいなさい。ただの朝と夜ではなく、早朝と深夜ね。たとえば、朝は日の出の時間とか。夜は人が寝静まった深夜二時頃とか」

				僕がまだ外国に行ったことがない頃、母は何かの話の流れで僕にこんなふうに話した。

			

		

		
			
				旅行の時は

				この動きやすいパンツがいい。
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				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			
				103

			

		

		
			
				WOMEN

				EZY

				アンクルパンツ

			

		

		
			
			

		

		
			
				「どんな街でも早朝の風景がいちばん美しいのよ。そして、そんな朝早い時間に触れることのできる人の営み。たとえば、朝ごはんを出す店のキッチンに上がる湯気とか、眠たい目をこすって仕事に行く人とか、あらゆるところに一日をはじめるための、朝の一所懸命があるのよ。夜は深夜まで仕事をした疲れた人が、家に帰る前に立ち寄るコーヒースタンドとか、普通の人が働いていない時間に働いている人の姿とか、深夜にしか見れない人の営みがあるし。おかあさんは外国に行くと、必ず早朝と深夜に街を散歩するの。人も車も少ないから、なんだか街を独り占めしてるような気分になって楽しいわ」

				そう話しながら母は、いつかの旅の風景を思い出すように目をつむって微笑んだ。

				「私の友だちのほとんどは旅先で出会った人ばかりよ。外国に行ったら、その街の人にできるだけ話しかけること。話しかけて知り合いになって友だちになるのよ」

				家にはよく外国から母あての手紙が届いた。それは皆、旅で出会った友だちだと母は言った。英語が話せない母がどんなふうに人に話しかけ、どんなふうにその人たちと友だちなったのか不思議で仕方がなかった。

				「言葉は『Let’s』だけでなんとかなるのよ。おかあさんは、なんでも『一緒に』と笑顔で誘うの。そうすると、たいていの人は『O.K!』と言ってくれて、食事でも、散歩でも、買い物でも一緒に楽しんでくれるものよ。私のできる英語は『Let’s』と『Thank you』だけ。

				それで友だちになっちゃうの」

				そう言って母は笑い転げた。

				母の旅スタイル

				僕がニューヨークで過ごしている時、一度だけ母が一人で突然訪ねてきたことがあった。

				僕が風邪を引いて熱を出し、寝込んでいることを電話で伝えた数日後のことだ。

				母曰く、友人に会うために、たまたまニューヨークに来たから、顔を見に来たということだった。

				その日のニューヨークは大雪の日だった。しかも、母は両手に荷物を持っていた。

				「はいこれ」と言って母は僕に荷物を手渡した。荷物を開けてみると、お餅がどっさりとあり、おせんべいといったお菓子や、インスタントみそ汁などが入っていた。

				「お餅なんてこっちでは焼けないよ」と言うと、「大丈夫よ。はい、これも」と笑顔で言って、もうひとつの荷物を僕に手渡した。みるとそれはオーブントースターだった。

				「なんでオーブントースターなんて持ってきたの？」と僕が驚くと、「あると助かるでしょ。これからも」と母は澄ました顔で答えた。

				そして「じゃあね。私、用事あるから」と言ってそっけなく帰っていった。
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				僕はそんな母に呆気にとられて後ろ姿を見送った。母らしいといえばそうなのだが、母はきっと僕に会うためだけにニューヨークに来たに違いなかった。泊まっていたホテルの部屋で小さなオーブントースターで焼いたお餅を僕は涙を拭きながら食べた。

				別れ際に母の後ろ姿を見たとき、やっぱりいつものパンツをはいていた。母には旅行をするときの定番の着こなしというか、スタイルがあったのだ。必ずはいていたのが、細身のくるぶし丈のパンツだ。

				「旅行の時はこの動きやすいパンツがいいの。飛行機の中で楽だし、ネイビーとベージュの二着あれば、どんな服にも合うから便利。とにかく旅行では、このパンツを基準にして、持っていく服を選ぶといいのよ。パンツに合う靴、パンツに合うブラウス、パンツに合うジャケットというようにね」

				そうなのだ。母から教わった知恵というか、服でもインテリアでも、何かを揃えるときのコツがここにある。

				自分が気に入った「これ」というものを起点にして、それに合わせて他のものを選んでいく方法だ。そうすると、あまり悩まなくて済むし、旅では、とにかく持っていくものが増えずに助かるのだ。

				僕は母に手紙を書いた。

				「おかあさん、この前はありがとう。まさかニューヨークでお餅を焼いて食べれるとは思わなかったです。おいしかったです。おかげで風邪は治って熱も下がりました。けれどもあの日、おかあさんはどこに泊まったのですか？友だちのところですか？いつもの旅スタイルをしていたので、きっとニューヨークを楽しんだと思っています。いつもの『Let’s』で。ではまた……」
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					すっきり美脚なのにラクにはけるEZYアンクルパンツです。今季からは新たに開発した、厚さのある生地を採用。季節を問わずながく着用していただけるようになりました。

					ウエストゴムは、パンツの生地に色を合わせているだけのように見えますが、ゴム自体に生地の糸を一緒に織り込んでいるので自然な統一感だけでなく高級感もあります。また、ゴムにカーブをつけて女性の身体のラインにほどよくフィットするように工夫。何度も試作を繰り返して生まれた自慢のディテールです。
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					お尻部分のもたつきを解消して後ろ姿もきれいに、前後のバランスも修正してより美脚に見えるシルエットに生まれ変わりました。股部分も立体的にしてストレスフリーなはき心地。ベーシックからアクセントまで色柄豊富な展開も魅力です。

					ブラウスにパンプスで通勤に使用したり、定番のスーピマTシャツとスニーカーを合わせて肩ひじ張らないスタイルなど幅広くコーディネートできるのがいちばんの魅力。すっきりシルエットと上品な素材感はどんなトップスとも相性抜群です。
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					WOMEN

					EZYアンクルパンツ

					（丈標準66～68cm）

					¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					アンクルパンツから、

					コーディネートを選べば、

					いつもバッチリ。

					私らしさが出来上がり。
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				青い羽の蝶

				休日の朝、家族三人でブロンクス動物園へと出かけた。

				僕はいつものデニムに白いシャツを着て、カーディガンのように軽い、薄手のジャケットを羽織った。初夏のニューヨークは心地よいあたたかさに満ちていた。

				ブロンクス動物園は、世界で四番目に大きい動物園として知られている。アシャのお気に入りは、特設されたバタフライガーデンという、世界の珍しい蝶が放たれている施設だ。

				大きくて、美しくて、ふわふわと自由に飛び回る蝶という存在は、自分のクリエーティブの原点だとアシャは僕に話した。

				「蝶のようにゆったりと、そしてやさしく自由に空を舞うように人生を歩むってすてきよね。私は蝶のようでありたいの」

				娘のニコの目の前を青い羽をした蝶が何かを誘うようにしてふわふわと飛んでいた。

				ニコは蝶に導かれるようにして先へと歩いた。その方向には池があった。

				「あ、そっちに行っては危ないからだめだよ」と僕が言うと

			

		

		
			
				目の前のことを受け入れること。
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				「いいじゃない。蝶とニコが行きたいところへついていきましょうよ」とアシャは言った。

				青い羽の蝶はバタフライガーデンを案内するかのようにニコの前をさらに飛んでいった。

				「うん、そうだね」。

				こんなふうにアシャは、起きたことを素直に受け入れ、その時の自分の直感を信じて生きてきた。

				「もちろん良い時も、良くなかった時もある。けれども、ひとつも失敗はないし、すべて学びになってる。否定したり、拒否したりするのは簡単。でも私は、できるだけ受け入れたいの。目の前で起きていることに……」

				なかなか自分ではそうできない僕は、そんな純粋なアシャが大好きだった。

				アシャは「ナルニア国物語」という本をいつも手元に置いて読んでいた。小さい頃、おかあさんがよく読み聞かせをしてくれた本だという。今はその本を、自分がしてもらっていたように、娘のニコに読んで聞かせるのだった。

				「『ライオンと魔女と衣装だんす』というストーリーがあってね、四人の兄弟がナルニア国に着いたとき、小鳥が四人を誘導するように目の前を飛んでいくシーンがあるの。兄弟は直感的にその小鳥の行くほうに歩くんだけど、兄弟の一人のエドマンドだけが、そんな鳥についていくのは

				ダメだと反対するの。でもね、最終的にはその小鳥についていったおかげで、たくさんの出会いやすばらしいことが起きたのよ」

				僕はアシャがいつか話してくれたそんな言葉を思い出し、蝶についていくニコを見守った。

				すると、バタフライガーデンの少し開けた場所のベンチに座っている女性の肩に、青い羽の蝶は羽を休ませるようにして止まった。

				「蝶がここに止まったよ！」とニコが笑顔で言った。

				奇跡の再会

				ジャケットとシャツのすき間を、夏のそよ風が通り抜けていく。

				「そのジャケットいいね。ほんとに気に入っているのね。いつも着ているし」と隣を歩くアシャは言った。

				バタフライガーデンの蝶が舞う小道は、ほんとうに夢見な気分に浸れるすばらしい場所だ。

				僕らを誘うように飛んでいった青い羽の蝶は、ベンチに座る女性の肩に止まっていた。

				ニコが蝶に顔を近づけて、じっと見ていると、女性が気づいて、ぱっとこちらを振り返った。そして「こんにちは」とニコにあいさつをした。

				「こんにちは。肩に蝶々が止まっているの」とニコが言うと、「あらまあ、なんてきれいな蝶々なんでしょう」と言った。すると、蝶はまたふわりと浮き上がって、どこかに飛んで消えていった。

				僕らがニコのもとに歩み寄ると、「こんにちは。いい日ですね」と、女性は僕らにも挨拶をしてくれた。女性は五十代くらいで、品のよい真っ白なブラウスにロングスカートをはき、首には鮮やかな青いスカーフを巻いていた。
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				「あら、あなた……。飛行機で一緒だった、あなたじゃない？まあ、なんてすてきなんでしょう。またお会いできるなんて！」

				女性はアシャの顔を見て言った。

				「まあ、嬉しい。なんて不思議なの？またお会いできるなんて！」とアシャは驚いた。

				アシャと女性は嬉しそうにハグをして、再会を喜びあった。

				「あの後、私、あなたにどうしても、もう一度会いたいと思っていたのよ。けれども、連絡先を聞かなかったのであきらめかけていたの。だから、ほんとうに嬉しいわ」

				女性の名はヘイリーと言い、シアトルでアパレル事業を営んでいて、どうやら仕事で訪れたパリからニューヨークへの飛行機で、隣に座ったアシャと出会ったらしい。

				「実は、私もヘイリーさんのことをずっと考えていたんです。でもこうして偶然お会いできるなんてほんとうに奇跡のよう。ほんとにびっくりです……。青い蝶が引き合わせてくれたみたい……」

				「私ね、あなたが飛行機の窓から空をずっと見つめながら話してくれた、これからの未来に向けた、あなたの夢が頭から離れなかったのよ」

				ヘイリーさんは、アシャの手を握り、「あなたがわたしを救ってくれたのよ……」と言った。

				ふと見上げると、さっきの青い蝶が高いところを舞うようにふわふわと飛んでいた。よく見ると、蝶の羽の色は、僕の着ているジャケットの色と同じだった。
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					薄手なのにきちんときまる、ドライウェイトジャケットです。生地は軽くて着心地のよい、ストレッチ素材を使用。汗が乾きやすいドライ機能をプラスしているので、Tシャツや半袖シャツの上からサラッと羽織っても快適です。

					今シーズンからデザインとフィットを一新。これまでのテーラードジャケット型から、よりカジュアルな着こなしやスタイリングを楽しめるシルエットに生まれ変わりました。ワークジャケットのディテールを参考にしたポケットの形状やダブルステッチの仕様など、こなれたデザインがポイントです。
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					リラックスシルエットが特徴ですが、ジャケットとしての品位を損なわないように何度もフィッティングを重ねたベストバランスが自慢です。ゆとりあるデニムと合わせた上品なカジュアルスタイルや、同色のパンツを選んでセットアップ、夏はショーツと合わせるのもおすすめです。

					カーディガンやシャツの代わりに取り入れてみるのもアリ。休日のお出かけはもちろん、旅先での着用など、いろんなシーンでコーディネートを格上げしてくれるLifeWearです。

				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				113

			

		

		
			
				MEN

				ドライライト

				ウェイトジャケット

			

		

		
			
				
					2019.4.23
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					ウェイトジャケット

					¥3,990 ＋消費税

				

			

			
				
					日常着として、

					一番好きな服かもしれない。

					いや、きっとそうだ。
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				へイリーさんの手

				出会いというのは不思議なもので、求めてできることではなく、いつだって自分の心が素直さに満ちて、やさしい気持ちでいるときに、前触れなく、花びらが一枚、目の前を舞うようにやってくる。それこそ奇跡のように。

				パリからニューヨークへと飛び立った飛行機で、二人は隣同士に座った。

				ヘイリーさんは体調を崩していたようで、席に座った途端にブランケットで体を包み、目を閉じていた。窓側に座ったアシャは、おかあさんを亡くしたばかりで、途方もない悲しみに暮れて、静かに窓の外を見つめていた。

				アシャはなぜかヘイリーさんのことが気になって仕方がなかった。ヘイリーさんから香る匂い、それはどこか懐かしい石鹸の匂いのような、アシャにとって心地良い匂いだったことと、隣に座っているだけで、不思議な安心感があったからだ。

				離陸して二時間ほど経った頃だろうか、飛行機が大きく揺れた時、隣にいるヘイリーさんが座席の肘置きを手でぐっと掴んだのがわかった。そして、何回かため息をつき、閉じたまぶたに力を込めていた。

				アシャは自分も飛行機の揺れが苦手なので、隣に座ったヘイリーさんが大きな揺れのたびにそうしてしまうのはよくわかっていた。

			

		

		
			
				あなたはどんな夢を持っているの？
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				何度か大きな揺れが続いた後、急降下するように機体がガクっと落ちた時、ヘイリーさんの口から「キャッ」と小さな声が出た。その時、アシャはとっさにヘイリーさんの手を握った。機体は上がったり下がったりを繰り返し、揺れはひとつも収まらなかった。

				「ありがとう……」とヘイリーさんはアシャに言った。飛行機が揺れている間、二人はしっかりと手を握り合った。

				どのくらい時間が経ったのかわからないが、飛行機の揺れが無くなり、アシャとヘイリーさんは、どちらからともなく、握りあった手をゆっくりと離した。

				「ほんとうにありがとうございました。あなたが手を握ってくれたおかげで気持ちが安まりました……」とヘイリーさんは言った。

				「いいえ、私も揺れるのが苦手なんです。自分が怖くて思わずあなたの手を握ってしまいました。私こそありがとうございました……」。

				アシャが恥ずかしそうに笑うと、ヘイリーさんもはじめて笑顔を見せた。

				ヘイリーさんは自分の着ていた水色のカーディガンを脱いで、きれいに畳み、それを枕のように頭のあたりに置いて、アシャのほうに顔を向けて、「もう一度手をつないでもらっていいかしら」と言った。

				「はい。実は私もそうしたかったんです」。アシャはヘイリーさんの手を握った。ヘイリーさんの手は小さくて、細くて、けれども、ぬくもりがあった。

				「どうしてニューヨークに？」

				ヘイリーさんはアシャに聞いた。

				水色のカーディガン

				飛行機は、さっきまでの揺れが嘘のようにおだやかに飛行を続けていた。パリからニューヨークへと飛び立った飛行機で、二人は隣同士に座った。

				「わかります。私もよくそうやってカーディガンを畳んで枕みたいにします。落ち着きますよね」とアシャは笑った。

				「そうなの。こういう薄手のカーディガンって触り心地もいいから、こうして枕にして顔を置くと安心するのよ。飛行機はほんとうに苦手だわ」とヘイリーさんは言って目をつむった。

				「どうしてニューヨークへ？」ともう一度アシャに聞いた。

				アシャは二人のこと、パリに学びに行ったこと、そして家族のこと、母のことを淡々と物語の読み聞かせのように話した。その間、ヘイリーさんはずっと目を閉じて、アシャの話を静かに聞いていた。

				「あなたと手をつなぎながら、あなたの話を聞いていたら、子どもの頃、同じように自分の妹と、いつまでもこうしておしゃべりしていたことを思い出すわ……」とヘイリーさんは言った。

				ヘイリーさんはコップの水を一口飲み、「あなたはどんな夢を持っているの？」とアシャに聞いた。
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				「私、たくさん夢があったんです……。ほんとうにたくさんの夢が……。たしかにそれは自分の夢でした。けれども、私、そういういろいろな願望を、夢だと思っている以上、叶わないような気がしてならないんです。なので、今は夢という言葉がどうもしっくりこないんです。絶対にそうしてみせる。夢で終わらせない。こうなればいいなと思っているだけで満足しないで、望むことは必ずできるんだと信じるようにしているんです。夢を語るなら、マイケル・ジョーダンの言葉に『Just Do it!』ってあるけれど、まさにそれ。私にとっての夢は、私のリアルな未来なんです」

				アシャは自分でも何を言っているかわからなくなりながらも、これからの人生に対してこうやって歩んでいくんだという決意のような考えをヘイリーさんに話した。

				「私は、とにかく自分が一番得意なことを、思い切りこの世界にぶつけたい。自分が大切な人を思い切り愛したい。照れずに、恥ずかしがらずに思い切りそうする。ただそれだけを精一杯やる」

				アシャは窓から見える空の景色を見つめながら言った。

				「実は私、パリでたくさんの悲しい思いをして、ニューヨークに行くのよ。悲しさの理由は、自分の夢を誰かが叶えてくれると勘違いしていた自分がいたからよ、きっと。夢があれば生きていけると思ってたの。けれども、何ひとつ思い切りできない弱い自分がいたの……」。ヘイリーさんはそう言って、枕にしたカーディガンに顔をうずめた。

				アシャはヘイリーさんの手をぎゅっと握って、「Just Do it……」と呟いた。

				アシャは隣に座ったヘイリーさんのいい匂いが心地よくて仕方がなかった。そして今日はじめて会った人とは思えない親しみが湧いていた。

				ニューヨークに着き、別れた後も、ヘイリーさんの水色のカーディガンがいつまでも記憶に残っていた。
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					なめらかな肌ざわりと美しい風合いが自慢のUVカットスーピマコットンVネックカーディガンです。素材に使用しているスーピマコットンは、世界の綿の中でたった1パーセントしか採れない希少な天然素材。特徴である絹のような光沢としなやかさを活かしながら適度な肉感を実現するため、あらゆる工程に徹底的にこだわって開発しました。

					さらに、UVカットとマシンウォッシャブルの機能も追加。LifeWearとしての実用性とファッション性、お客様の日々の暮らしに寄り添えるカーディガンを目指しました。
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					女性らしい繊細なシルエットかつ、着やすさを追求した立体的なパターンが特徴です。中でもアームホールと袖山には気をつかいました。また、ベーシックでありながらトレンドも意識したネックラインは、何度も修正を重ねて完成した絶妙なデザインです。

					ハイライズボトムにはカジュアルにタックインしてセーター感覚で、ウォッシュドデニムやリラックスドレスに羽織ってカジュアルに。きれい目なパンツに合わせてオフィスウェアとして。旅先で肌寒い時は肩がけなど、常に身近にある存在としてお役に立てるはずです。
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					Vネックカーディガン（長袖）

					¥1,990 ＋消費税

				

			

			
				
					寒いからではなく、

					着る服があってもいいでしょ、

					と彼女は言った。

					わかる気がした。
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				ヘイリーさんのパリ

				人生とは、晴れの日だけでなく、雨の日も、どしゃぶりの日も、寒い日もある。そしてまた、雨の日やどしゃぶりの日や寒い日にだって、晴れの日に負けない美しさがある。どんなに悲しい日にでも、明日という希望がある。

				アシャは幼い頃に、父親から聞かされたこんな話しを、パリからニューヨークへと向かう飛行機で、隣に座ったヘイリーさんに話した。

				長いフライト中、ヘイリーさんはアシャに自分のことをポツリポツリと話した。

				自分は有名な女性雑誌の編集者で、パリに暮らす一人の作家にラブレターを書いた。すると、作家からすぐに返事が届き、ヘイリーさんの聡明な文章を褒め、あなたは編集者よりも作家になるべきだと勧められ、パリに呼ばれた。夢を抱いてパリに移ったヘイリーさんは、作家とすぐに恋仲となり、二人で暮らすようになった。それが五年前のこと。

				ヘイリーさんは、女性に必要な成功術を、ストーリー仕立てにした本を書いた。するとそれが世界的ベストセラーとなった。

			

		

		
			
				ニューヨークに着いたら、

				まずはパジャマを買うわ。
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				アシャはその本のタイトルを聞き、自分も読者の一人だとわかった。そんな有名な本の作家が、今、自分の隣に座っていて、こうして話をしていることが不思議で仕方がなかった。

				ヘイリーさんは話を続けた。自分の書いた本がベストセラーになったことで、収入が増え、有名になり、暮らしが変わった。いつしか抱いていた夢を忘れ、自分は特別な人間だと勘違いし、うぬぼれるようになった。どんな仕事もお金になると思って引き受けた。二冊目の本を出版したところ、まったく売れなかった。三冊目の本はもっと売れなかった。ヘイリーさんは、自分が世間から飽きられてしまったことに気がついた。すでに、自分のことを作家と呼ぶ人は誰もいなかった。

				ヘイリーさんは自分が何のために仕事をしてきたかと自問した。そして、作家になるという夢よりも、有名になりたい。お金が欲しいという気持ちが強かった自分を恥じた。しかし、時は遅く、自分の華やかな暮らしから生まれたバッシングや、世間から貼られたレッテルをはがすことはできなかった。恋人の作家も去っていった。そうしてパリに別れを告げ、ニューヨークに帰ることにしたという。

				アシャは、ヘイリーさんのパリでの出来事を聞き、自分の五年間と重ね合わせた。そして、仕事とは何か。夢とは何か。一番大切なことは何かとあらためて自問し、自分が感じるその断片を、ヘイリーさんに話し始めた。
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				ご褒美パジャマ

				アシャは、自分が過ごしたパリでの日々に思いを馳せた。

				「私もパリという場所に夢を抱いた一人でした。パリが私の夢を叶えてくれると思いこんでいたんです。けれども、それは大きな間違いでした。服の勉強のためにやってきましたが、人間関係や環境の変化に悩み、仕事も思うようにいかず、毎日毎日、もうやめてニューヨークに帰ろうかと思っていたんです」

				「そんな時、私をパリに連れてきてくれた恩人がこんなふうに諭してくれたんです。『チャンスやラッキーというのは、求めたり、待っていても一生やってこないのよ。チャンスやラッキーというのは、いつだって試練や困難の先にあるもの。試練や困難を乗り越えた人にこそ与えられるの。だから今、自分が苦しいのなら、その先には必ずチャンスがある、と思って頑張るのよ』と」

				「その時から私はこう思うようになりました。これからはチャンスやラッキーは自分から取りに行く。それは試練や困難を避けずに挑むってことってね。そう思ったら、なんだか楽しくなってきたんです。仕事も日々の暮らしも。だって、この試練の先にはチャンスが待っているんですから……」

				アシャはヘイリーさんの目をじっと見つめて話した。

				「そうね。あなたの言う通り。私は試練と困難から逃げてばかりいたわ。だから、チャンスもラッキーも離れていってしまったのよ、きっと」

				「でも、ヘイリーさんはニューヨークに帰って、これから心機一転、再スタートできますよ。これも父が私に話してくれたことですが、何度でもやり直せばいいんだと。何度やり直してもいい。振り出しに戻ることは、いいことなんだと」

				「そうなの？　本当？」とヘイリーさんは言った。

				「はい。何度でもやり直す。その先にもチャンスやラッキーはあるんですよ、きっと。私ね。苦しい時に自分にプレゼントするんです。何だと思います？　パジャマです。今日一日よく頑張ったというご褒美。新しいパジャマを着て眠るって、とってもしあわせな気持ちになるんですよ。ぜひ、ヘイリーさんも試してみてください。実は私パジャマを何着も持っているんですよ。彼氏とお揃いのもあるわ……」

				アシャが笑いながら話すと、ヘイリーさんも笑った。

				「私、ニューヨークに着いたら、まずはパジャマを買うわ。それと、試練と困難の先にチャンスがあるって、私も信じる。あとは、何度でもやり直す。このふたつの大切なことを忘れずに頑張るわ。ありがとう」

				ヘイリーさんはそう言って、アシャにハグをした。

				窓にはニューヨークの摩天楼が広がっていた。
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					肌にサラリと心地よく、リラックス感たっぷりのパジャマです。生地は、清涼感があるコットンリネン素材を使用。リラックスタイムや睡眠タイムに極上の着心地を約束します。

					すっきりと見せるシルエットながらも、身体の動きがある部分には適度なゆとりを持たせた独特のフィット、なるべく肌に縫い目が当たらないように考え抜いたステッチワークも自慢です。
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					スリープウエアとしての快適性と、コーディネートウエアとしてのファッション性を両立したデザインが魅力です。さらにボタニカルやドット、ギンガムチェックやストライプなど、トレンドを意識した色柄を豊富にご用意。

					セットアップで着用すればご自宅での楽しいリラックスタイムを、シャツ感覚でボトムスをEZYシリーズやウルトラストレッチ系パンツにはきかえれば、そのまま外出も可能です。旅先へのお供としてもオススメしたいLifeWearです。
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					WOMEN

					コットンリネンパジャマ

					（チェック・半袖）

					¥2,990 ＋消費税

				

			

			
				
					パジャマって、

					最高の贈り物。

					特に自分への。
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				（ドット・半袖）

				¥2,990 ＋消費税
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				ジャックのシャツ

				ブロンクス動物園での、不思議な再会を喜んだアシャとヘイリーさん。二人は連絡先を教えあい、あらためて会う約束をした。

				「ヘイリーさんは私と仕事をしたいって言ってくれた。ずっと忘れずに憶えていてくれたのが嬉しいわ……。編集者だった経験を活かして、アーティストのマネージメントをしたいんですって。私の作る服を一度見てもらって、これからのことを一緒に考えてもらおうと思うの」

				「よかったね。アシャが服を作ることに専念できて、ヘイリーさんが広めてくれるんだったら、そんな嬉しいことはない。感謝だね」

				アシャは「うん。ほんとうに感謝……」とうなずいた。

				こんなふうに、時が過ぎても、磁石のように引き寄せあう人と人の不思議な関係がある。それを感じた時は、思い切って何かを始めたほうがいい。

				「そういえば、ジャックから久しぶりに連絡があったんだ。大きな仕事があるのでちょっと手伝って欲しいんだって。アシャがそうだったように、こんなふうに自分を思い出してくれるってほんとに嬉しいな。ジャックとまた会えるっていうだけで最高だ」

			

		

		
			
				ジャックは目を

				キラキラと輝かせた。
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				しばらく会っていなかったジャックと再び一緒に仕事ができるのはほんとうに嬉しいことだった。僕にとって彼こそ磁石を感じる人だった。

				数日後、僕とジャックは、イーストヴィレッジの老舗コーヒースタンドで待ち合わせをした。ジャックは、ここ数年間、ニューヨークを離れ、ポートランドでブックハンターの仕事をしていた。

				「久しぶりだね。元気そうでなによりだ。しかし、ニューヨークは何もかもせわしいね。みんな歩くの速すぎだよ。歩いていても、どんどん人に置い抜かれていくよ」

				生粋のニューヨーカーだったジャックだが、今ではすっかりポートランドのゆったりしたライフスタイルが身についていた。

				「実はポートランドにある、老舗の書店から仕事を依頼されたんだ。僕らが最も得意とする、希少本のコーナーを店内に作りたいらしい。その品揃えとセレクト、空間作りをやってくれと。まあ、喜んで引き受けたんだけど、ポートランドに、なかなかいいパートナーがいなくてさ。単に値段の高い古い本を集めるのではなく、自分のセンスで見つけた本を集めたいんだ。そこで君を思い出したんだ。どう思う？」

				ジャックは、ドーナツを四分の一に手でちぎって口に放り込み、コーヒーを一口飲んだ。彼のこのスタイルはひとつも変わっていなかった。

				「ところで、相変わらずトラッドな服を着てるんだね。シアサッカーのシャツか。若い頃、夏といえば、毎日シアサッカーのシャツが好きでよく着ていたよ」とジャックは言った。

				「ジャック、これは君が僕にくれたシャツだよ。忘れたのかい？　君がアパートに残した服だよ」

				「え！　そうだったか。どこかで見たことあるシャツだなと思ったんだ。なるほど、そうか。君はまだ僕の服を持っていてくれてるのか。それはよかった……。実は着替えがなくて困っているんだ。服を少し調達させてもらっていいかな」

				ジャックは僕の着ているシアサッカーのシャツをしげしげと見て「うん、いいシャツだ」と何度もうなずいて「ニューヨークってボタンダウンが似合うな」と言った。
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				ジャックの夢

				アメリカン・クラシックともいえる、トラディショナルな服の着こなしはジャックから教わった。

				「いいかい。きれいで清潔感のある服を、カジュアルに着崩すんだ。自分でアイロンをぴしっとかけたシャツを、Tシャツとショートパンツのスタイルに、ボタンを外してジャケットのように着るとかね。必ず袖はまくる……」

				「どんなスタイルでも、靴には気を使うといい。靴にはその人の暮らし方が表れるんだ。クルマのホイールと一緒だよ。クルマっていうのは、ホイールがピカピカだと大事に乗っているのがわかるし、どんなクルマでもすてきに見える。ホイールが傷だらけだったりオイルで汚れていると、どんなにいいクルマでも、いいクルマに見えないんだ。それと一緒。だから靴は大事……」

				「カジュアルなパンツは、とにかくロールアップするといい。足首がほんの少し見えるくらいがすっきりしていいんだ。ショートパンツでも僕はロールアップする。だから、カジュアルパンツは少し大きめのサイズを選ぶといい……」

				こんなふうに僕は、ジャック直伝のアメリカン・クラシックを会得していった。

				「で、どうだい？　仕事のためにしばらくポートランドに

				来ないかい？　暮らすところはいくらでもあるから心配しなくてもいい。一ヶ月くらいでいいと思う。アシャとニコも一緒で」

				「今、ロサンゼルスやサンフランシスコのクリエーターやアーティストが、どんどんポートランドに移住しているんだ。家賃も安くて広いからね。とにかく住みやすいよ。きっと気にいると思う」

				ジャックは僕ら家族をポートランドに誘った。

				「これはまだ僕のアイデアだけど、希少本ルームは、店というよりも、あたかも家のリビングのようなインテリアにしたいんだ。クラシックなね。壁一面に本棚があって、大きなソファがあって、そこでは最高においしいコーヒーや紅茶があって、ゆっくりと本を楽しめるというような……一時間十ドルの入場料をもらうんだ。で、本を購入してくれた人には、本の代金から十ドルは引いてあげる、とか……」

				ジャックは、いつかこんな本屋をという夢のかたちを、そこで実現させようとしていた。

				「すごくいい。本を売るだけでなく、その場所での心地よい体験、時間を売るってことだね。本が買えないとしても、一時間、店の人からもてなしを受けながらセレクトされた本の品揃えを学べたり、希少な本をゆっくりと楽しむだけでも価値はあると思う。作り上げるのは、本を愛する人のためのパラダイスだね」

				「うん、そのとおり。僕はインターネットで体験できない豊かな時間を生み出したいんだ。ぜひ君に手伝ってほしい。君がいないと、きっとこれは出来ないんだ」

				ジャックはドーナツをもうひとつ口に放り込んで、コーヒーをごくりと飲んで僕の肩に手を回し、「やっぱりシアサッカーは気持ちいいな」と言った。

				ジャックは目をキラキラと輝かせていた。
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					夏のカジュアルスタイルにぴったりなドライシアサッカーシャツです。今季は素材をアップデート。生地に凹凸を入れて肌に当たる部分を減らし、さらりとした肌ざわりを追求。ふっくらと軽やかに、爽やかな着心地を実現しました。

					さらに汗をかいても乾きやすいドライ機能をプラス。お洗濯後の乾きが早いのも魅力です。そしてチェック、ストライプなどトラディショナルな柄バリエーションを豊富にご用意。夏の着こなしの幅を広げてくれるLifeWearです。
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				シルエットはトレンドを加味したリラックスフィット。着る人を選ばないサイズバランスが自慢です。ショートパンツと合わせて夏のリラックスウェアとして、リネンパンツをロールアップしてカジュアルスタイルを楽しむのもおすすめです。

				ボタンダウン仕様の小さめ襟のデザインは、クールビズにもお使いいただけます。ご親族の記念日や父の日のギフトにも是非。洗いざらしをさらりと羽織って涼しく過ごす。夏の日常着としてワードーローブに加えたい1着です。
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					MEN

					ドライシアサッカーチェックシャツ

					（ボタンダウン・半袖）

					¥1,990 ＋消費税

				

			

			
				
					カジュアルだけど、

					キチッとしてる、

					毎日着たい、

					夏のシアサッカー。

				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			
				132

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				ポートランドの朝

				朝起きると、アシャからのメールで、自分がもうすぐ三十歳を迎えることに気がついた。まったくもって自分の誕生日を忘れていたのだ。そうか、三十歳か……と思った。三十歳の自分は、日本を離れ、今アメリカのポートランドにいる。

				ふと、自分にとっての二十代とは何だったのかと考えた。

				あてもなくアメリカにやってきて、書籍商という仕事を覚え、日本とアメリカを行き来し、アシャと結婚し、一人娘を授かった。

				ポートランドの空はとびきり青かった。その空をぼんやりと眺めていたら、十年は濃厚な時間だったとしみじみ思えた。何を成し遂げたわけではないが、自分を褒めてやりたい。まあまあ、よくやってきたなと。

				たしかにいろいろなことがあった。いろいろあったけれど、それはこれから生きていくための基礎体力作りのようなもので、今わかっているのは人生とはこれからということ。

				やっとスタート地点に立った。いや、立てたような気がする自分がここにいる。自分には、時間とアイデアと体力がたっぷりとある。愛する家族もいる。「何かがやれる。やり遂げられる」。僕の心はそんな根拠のない自信で満ちていた。

			

		

		
			
				ジェーンは右手を差し出した。
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				今日はランチタイムにジャックとピザ屋で待ち合わせをしていた。それまでポートランドのダウンタウンを少し歩こう。

				街は緑が多く、歩道は清潔だった。朝早くからオープンしていたカフェでラテを買い、窓際の椅子に腰を下ろした。テーブルの上には誰かが忘れていったのか、チャールズ・ディケンズの『OUR MUTUAL FRIEND（互いの友）』が置いてあった。

				なにげなく手に取り、ぱらぱらとめくっていくと、あるページの角が大きく折られていて、そこに書かれた一節に薄い鉛筆で線が引いてあった。

				「世の中には役に立たない人間なんて一人もいないんだ。誰もが他の人の重い荷を軽くしているんだ」

				僕はその一節が自分の心の琴線に触れるのを感じた。

				三十歳を迎えようとしている今、自分にとって、ディケンズの書いたこの言葉は、何を暗示しているのだろう。何を気づかせようとしているのだろう。このタイミングで、こんな不思議なことが起きるのかと僕は驚いた。

				どんな仕事であっても、必ずどこか誰かの重い荷を軽くしている。困っている人を助けている。仕事とはそのためにある。僕はそんなふうに解釈した。なんてすばらしい言葉なのだろう。ああ、僕はこの言葉と出会うためにポートランドに来たような気さえした。

				一人で深く感動し、本を閉じ、テーブルに置くと、一人の女性が何かを探している様子でテーブルにやってきた。

				「あ、やっぱりそこに置き忘れていたんだわ。ありがとう！　うっかり忘れてしまって……」と女性は微笑みながら言った。

				書店員のジェーン

				女性は肩をすくめて申し訳なさそうにして、テーブルから本を手に取り、コットンのトートバッグにしまった。

				「いい本ですね」と声をかけると、「ありがとう……」と女性は言った。

				「少しだけ読ませてもらったんです。なんだかとっても元気をもらいました」と僕が言うと、「ディケンズは『クリスマス・キャロル』が有名だけど、これもいい本よ。おすすめします」と女性は言った。

				「ちょっとここに座っていいですか？　忘れ物を探すついでに、ボーイフレンドと待ち合わせしたんです」

				女性はジェーンと名乗った。真っ白なブラウスを着て、ゆったりとしたチノパンツをはいていた。とてもシンプルだけど、上質さを感じさせる着こなしが、ポートランドという街に似合っていた。

				「ポートランドは旅行ですか？」とジェーンが聞いたので、「ニューヨークから友人に会うために来たんです。もしかしたらポートランドで仕事をするかもしれません」と答えた。

				「仕事？」
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				「はい、書籍商なので本屋の手伝いを」

				「ちょっと待って。私は書店員よ。本屋で働いているの、すぐそこにある大きな本屋よ。あなた日本人よね」

				ジェーンは嬉しそうにひとしきり笑ってから、「なんて偶然なのかしら！　もう少しするとあなたの友だちがここに来るわよ。私のボーイフレンドの」と言った。

				「ジャックのこと？」と僕が聞くと「そう、もうすぐ来るわ。あなたたち今日の昼に待ち合わせしてるんでしょ。あなたのことはジャックからよく聞いているわ。ニューヨークで活躍していることも。もう一度、挨拶させて。はじめまして。ジェーンです」

				ジェーンは右手を差し出した。

				「はじめまして！　こんなことってあるんですね。朝、カフェで一冊の本に出会って、そこにあった言葉の一節に感動していたら、その本が、親友のジャックのガールフレンドの持ち物だったなんて……。いやあ、世界が狭く感じました」と僕は笑った。

				「ようこそ、ポートランドへ。この街はそんなミラクルがたくさん起きる街よ」とジェーンは微笑んだ。

				「あなたたちのプロジェクトも聞いてるわ。それは私の働く本屋のプロジェクトなのよ。ジャックとあなたが作る本屋を、この街のみんなが楽しみにしているのよ」

				彼女の言う「この街のみんなが」という言葉と、あのディケンズの一節が、僕の中で重ね合った。

				窓から差し込む朝の光に包まれたジェーンのブラウスが、きらきらとまぶしく見えた。
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					しなやかな素材感が生み出すドレープが魅力のドレープブラウスです。生地は薄くて柔らかいレーヨンブレンドを採用。ポイントは、フロントから見たらプレーンなTシャツ型、バックにはプリーツが入っているところ。シルエットはソフトで丸みのある印象に仕上げました。

					どなたでも着こなしやすいシンプルベーシックにこだわりながらも、ふわりと揺れる軽やかさとクリーンさで、女性を美しく見せることを目指したデザインが自慢です。

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			
				136

			

		

		
			
				
					きれいに見えるデザインと、さりげなく体型をカバーできるシルエット。両方を兼ね備えたブラウスは他になかなかありません。さらにドライ機能とイージーケアもプラス。忙しい毎日を軽やかに過ごしたい女性にぴったりのアイテムです。

					今季はベーシックカラーに加え華やかなパステルカラーも多数ご用意。オフィスカジュアルはもちろん、清潔感あるタウンユース。そして旅先へのお供にもおすすめしたいLifeWearです。
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					WOMEN

					ドレープブラウス（半袖）

					¥1,990 ＋消費税

				

			

			
				
					シンプルで、控えめだけど、

					静かで美しい。そんな一着。
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				キャサリンのドーナツ

				ポートランドを訪れて一週間が過ぎた

				僕のためにジャックが用意してくれた家は、ダウンタウンから車で十五分ほど離れた閑静な住宅地にあった。リビングとベッドルームがふたつあるだけの、こじんまりした平屋の住宅だった。

				この家が気に入ったのは、隣に自家製パンを焼くカフェがあったことだ。ここで僕は、毎朝朝食をとり、のんびりとくつろいだ。店主は、キャサリンという名の三十代の女性だった。三日目から言葉を交わすようになり、僕らはすぐに仲良くなった。

				ある朝、客の少ない時、僕とキャサリンは一緒にコーヒーを飲みながら、互いの仕事のことや、これまでの歩みを語り合った。

				小さなカフェを一人で切り盛りし、しかも、パンケーキやサンドイッチといったメニューがとびきりおいしくて、訪れる客に対する彼女の献身的でやさしさに満ちた態度に、僕はとても興味を抱いていた。店には、近所で一人暮らしをするお年寄りの常連もたくさんいて、その一人ひとりにいつも「何か困ったことない？」と彼女は声をかけていた。

				「あなたの仕事ぶりを毎朝見ていて、ほんとうに感動しています」と言うと、彼女は嬉しそうな表情を見せてから、

			

		

		
			
				仕事はもっと楽しくなる。
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				「いえ、私は仕事をしているだけよ」と答えた。

				「仕事？」と聞くと「はい、そうです」と彼女は言った。

				「私、こう思うんです。しあわせの条件って、誰かから愛されることよね。これはみんな同じ。そしてもうひとつ、仕事において、正しい目的をもって、それを精一杯、追求すること。これも人がしあわせになる大切な条件だと私は思っているの。あなたが見てくれた私の仕事という名の商売は、私なりの目的であり、きっと信念でもあるんだと思う」

				長い髪を小さく束ねて、清潔に洗われたエプロンを腰に巻き、早朝からパンを焼いて、一人ひとりの客に家族のように接している彼女の口から商売という言葉が出たのも意外だった。けれども、正しい目的を持つことが、しあわせの条件だとはっきりと言葉にした彼女に、僕は憧れを抱いた。

				「正しい目的って言葉にできる？」と僕は聞いた。すると、彼女は悩むことなく、こう即答した。

				「そうね。お金儲けではないことは確かで、私の商売の目的は、目の前の人の何かを、今よりもっとよくするための働き、もしくは活動とでも言うのかな。プロジェクトかもしれない。で、どうしたらもっとよくなるんだろうというアイデアの実行というのかな。うまくいかないことだらけだけど、それによって私自身の内面も成長できるわ」

				「キャサリン、話してくれてありがとう……。君の店がこんなにあたたかな場所である理由がよくわかったよ」

				「あ！　そうだ。今朝ドーナツ揚げてみたのよ。あなた、初めてここに来た日にドーナツはありますか？って聞いたよね。ちょっと味見してみて」

				彼女は厨房からドーナツをひとつ持ってきて、ナプキンに包んで僕に渡した。

				「おいしかったら明日も作るね！」。彼女は満面の笑顔で僕に言った。

				変な習慣

				正しい目的を持ち、それを精一杯、追求すること……。

				キャサリンのこの言葉が、いつまでも僕の心の中に残った。

				僕は改めて商売の基本を考えた。どんな商売であっても、信用関係がなければ成立はしない。前にも進まない。人と人が信じ合うことで商売は続いていく。

				では、商売の目的とは何か。それはお金儲けの手段と思われがちだけど、決してそうではない。嘘のない正直さと、誠実さをもって、今日、人が、今より、少しでも良くなるための一生懸命という働きが信用を生み、その感謝の表れとして対価が交わされる。だから正しい商売とは、日々繰り返される感謝の交流なのだ。

				「私には、この小さなカフェで起きることすべてに責任があるの。その責任を負うことが私にとってのしあわせであり、達成感でもあると思うわ……」

				キャサリンはこんなふうにも僕に語った。

				誰しも自分なりの正しい目的があり、それによって生まれた大なり小なりの信用関係があり、負っている責任もあるだろう。しかし、それを自分の言葉で正しく語り抜くことができるのかというと、決して簡単なことではない。日々、与えられた環境の中で無意識に行っていることが
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				多いからかもしれない。ただひとつ言えるのは、キャサリンのようにしっかりと語れる人は、日々そのことを真剣に考え続けているからこそ語れるのであって、そういう人こそが成功者である。

				正しい目的を「考え続ける」ことが、商売の希望でもあり、商売の未来を作るのだろう。

				キャサリンとの出会いは、仕事に悩む、いや、今、自分が向き合っている書籍商という商売に悩んでいた僕にとって、大きな恵みとなった。

				ここポートランドで、ジャックとすすめるプロジェクトにおいて、正しい目的とは何か。負うべき責任は何か。このふたつを自分の言葉でしっかり語れるかどうかが大切だとわかった。

				「どんな仕事であっても、自分の仕事が、世の中の人に影響を与えるということを受けいれなさい。そうすれば、仕事はもっと楽しくなる」という父の言葉を、僕は思い出した。

				父で思い出したことがもうひとつある。

				二十歳になった頃、「おい。ちょっと裸になってみろ」と父に言われ、戸惑っていると「早くパンツ一丁になってみろ」ともう一度言われた。父は笑っていた。

				言われた通りパンツ一枚で父の前に立つと、「太っていても痩せていてもいい。毎朝パンツ一丁になって、鏡の前に立って、

				しげしげと自分をよく見ること。健康法のひとつだ。覚えておくといい」と父は言った。

				今でも毎朝、ブリーフ一枚になった裸の自分を鏡に映して、しげしげと見るのが習慣となっている。

				ポートランドでもそうしている自分が可笑しくて仕方がない。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				MEN

				エアリズム

				トランクス・

				ボクサーブリーフ

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			
				141

			

		

		
			
				
					汗ばむ季節に、いつでもさらりと快適なエアリズムトランクス・ボクサーブリーフです。こだわり抜いたのは、身につけていることを忘れてしまうぐらいの「着心地ゼロ」感覚。薄さ、軽さ、肌面の気持ち良さを追求し続けて辿りついた自慢のアイテムです。

					生地の肌ざわりは、極上のなめらかさ。ウエストゴムは薄くて軽いものを、ステッチには肌あたりの極力少ない特殊な縫製仕様を用いています。さらに涼しい着心地を体感できる接触冷感、ストレッチ、抗菌防臭などの機能も充実。
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					トランクス、ボクサーブリーフ（前開き・前閉じ）の２種類に無地、柄など豊富なカラーバリエーションとデザインを展開しています。股上浅め＆股下短めのローライズは、タイト目なパンツでももたつかずすっきりと。

					通常のエアリズムよりさらに2倍の通気性が自慢のメッシュタイプは、アウトドアやスポーツ、暑さの厳しいシーンに最適です。

				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				143

			

		

		
			
				MEN

				エアリズム

				トランクス・

				ボクサーブリーフ

			

		

		
			
				
					2019.5.28

				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					MEN

					エアリズムトランクス
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					ブリーフにも

					デザインがある。

					鏡の前に立つとわかる。

					お試しあれ。

				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				MEN

				エアリズムボクサーブリーフ

				（ローライズ・前閉じ）

				¥990 ＋消費税

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

	
		
			
				144

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				運を味方につけよう

				ジェーンは、ポートランドの朝のまぶしい光に目を細めながら、「ジャックはそろそろ来るわ……」と言った。

				ポートランドのカフェは、サロンのように客同士のつながりがあり、家庭的であたたかな雰囲気に満ちていた。

				「おまたせ！ジェーン」という懐かしい声が聞こえたので後ろを振り向くと、ジャックが立っていた。

				僕が「やあ」と手を上げると、「なんてこった！」とジャックは驚いて、僕を両手で引き寄せてハグをした。偶然ジェーンと会った経緯を話すと、「世界が狭いのか、街が狭いのか、すごいなあ」とジャックは大笑いした。

				「あのさ、二人に話したいことがあるんだけどいいかな？」

				カウンターでコーヒーを買ってきたジャックは、なんだか秘密の告白をするかのように僕とジェーンに語りかけた。

				「昨夜すごくいい話を聞いてさ、誰かに話したくて仕方がないんだ」

				「どんな話？」とジェーンが聞いた。

				「いや、とりとめもない話なんだけどさ。昨日、僕が尊敬している経営者に会ったんだ。ポートランドで

			

		

		
			
				勝利の女神がついている。
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				成功している一人なんだけど、どうしてあなたは成功できたんですか？って僕は聞いたんだよ。そしたら、彼はこう言うんだ。運だよ、と。みんな仕事を一生懸命やっている。けれども、どこで差がつくかというと、最後は運だと思うと……」

				「なるほどね。運……」とジェーンは言った。

				「そう、運。で、僕はさらに聞いたんだ。では、その運を味方につけるにはどうしたらいいか？　ってね。そうしたら彼はこう言ったんだ。顔、そして目だと。おもしろいだろ？」

				「顔？目？」と僕は聞いた。

				「うん、どんなにつらいことや大変なことがあっても、暗い顔をしていてはダメ。いつも元気で明るい顔を作って仕事をする。そういう人の目はいつでもキラキラしている。そんなふうに目の輝きのある人に、勝利の女神は微笑むんだって」

				ジャックは話を続けた。

				「で、僕は、いい顔ってどんな顔ですか？って聞いたんだ」

				「その人がいうには、一番いい顔っていうのは、生まれたばかりの赤ん坊の顔だって言うんだ。ありのままで嘘のない、そのまんまの顔。彼は僕にこう言ったよ。生まれたばかりの自分を思い出して、そういう顔してごらん。赤ん坊の時の笑顔を思い出して仕事をやってごらん。そうしたら、

				運が自分をきっと味方してくれるぞと」

				「な、すごいいい話だと思わないかい？　生まれたばかりの頃の自分の顔を思い出してやってみるっていうのが、僕はなんてすてきなことだろうと感動したんだ……」

				ジャックは興奮しながら、「だから、僕もこれからは、できるだけいい顔を作って生きようと思ったわけさ。運を味方につけるために」と言った。

				「あなたは充分いい顔をしているし、目もキラキラと輝いてるわ」。

				ジェーンはこう言ってジャックを抱きしめた。

				おしゃれの秘密

				ジャックは、嬉しそうな顔をしてコーヒーを一口飲んで、窓から見えるよく晴れた青い空を見上げていた。

				「もちろん能力や努力も大事なんだけど、最後のひと押しは、運なんだろうな……」。

				「あなたには勝利の女神がついているわ。なぜなら、あなたは素直ですもの。昨夜聞いた話をこんなに感動して話すあなたはすてきよ」とジェーンは言った。

				ジャックは、洗いたての白いポロシャツの下にTシャツを着て、丈の短いコットンのチノパンをはいていた。そして、いつものようにベルトと靴はきちんと手入れがされたものをつけていた。

				いつだって彼はこういったベーシックな服を清潔に着こなし、すっと力を抜いた姿勢がほんとうにすてきだった。その顔もなんともあどけなくて少年のようだった。

				ジャックと僕は、大して年齢は変わらないけれど、僕にとってジャックは、こんなふうに大人になりたいと思わせる人の一人だった。

				「いつも不思議だなあと思うことがあるんだ。たとえば、僕が着ているシャツも、ジャックが着ているシャツもそんなに変わらないんだけど、どう見たって、ジャックの
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				ほうがすてきに見えたりするんだ。それはなぜなんだろう？ずっといい服に見えて、こんなふうに着れたらいいなと思うんだけど……」

				「ああ、僕もよくそう思うことがあるよ。この人みたいに着こなしたいなとか、大していい服を着ているわけではないのに、なんでこの人は、こんなにおしゃれに見えるんだろうとかね」

				ジャックは、ジェーンの肩に手を回しながら言った。

				「おもしろいのは、おしゃれな人ほど、自分ではおしゃれをしているつもりがないんだよね。僕が思うに、おしゃれな人は、自分の好きな服と、自分に合うサイズをよく知っていて、なんというか……、服を着ることに無理をせず、楽しんでいる感じ。だからか、そういう人はいつも心地よさそうなんだ。その心地よさそうな雰囲気がおしゃれに見えるというかね。あとは、その人なりの身だしなみの哲学を持っていることかな」

				「ジャックはファッションについて、いつも何に気をつけてる？」と僕は聞いた。

				「うーん。僕がずっと気をつけているのは姿勢かな。立ち姿、座り姿、歩き姿、食べる姿、くつろぎ姿に、控えめな優雅さというか、そういう美しさというか、気取らない姿勢でありたいと思っている。まあ、だらしなくないように、というかね……」

				「あら、あんなに晴れていたのに、雨が降ってきたわ……」と、ジェーンが窓の外を見て言った。

				「ポートランドでは、雨のことを、恵みの雨っていうんだ。コーヒーをもう一杯飲んでいこうよ」とジャックは言った。
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					すべてを一から見直して開発したコンパクトアンブレラです。笠の素材は環境負荷の少ないフッ素フリーの撥水加工を採用。骨組みは一般的な6本ではなく8本にして、より安定感が生まれました。

					中棒は、強度が高く変形しにくいアルミマグネシウム合金を使用。形状も、丸ではなく楕円の多面体にすることで折れにくいのが特徴です。傘を開くための“はじき”部分は、金具が壊れてケガをしないように、押し引きだけで開閉できる、ワンタッチ開閉技術を用いています。
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					笠部分は回転式。これは強い雨風の中でも安全に使っていただけるように風を受け流す機能です。雨天時の人混みで傘同士が接触しても回転するので安心です。ハンドルは何度も形状やサイズを調整して握りやすさを追求。

					傘袋は間口を広げて出し入れしやすいデザインに。紛失を防ぐため傘本体にバックルで着脱可能な伸縮コードを付けました。さらにコードには反射性のある糸を織り込み視認性をアップ。地球環境に配慮した素材と加工、壊れにくくて機能的。長く愛用いただけるユニクロの傘は、環境負荷の軽減にも貢献できると考えます。
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					2019.6.4
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					コンパクトアンブレラ

					¥1,500 ＋消費税

				

			

			
				
					新しい発明が

					ぎっしり詰まった

					とても小さな傘です。
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				旅とTシャツ

				朝は必ず一杯のコーヒーを飲むのが習慣だったが、ポートランドに来てからは紅茶を好むようになった。

				ニューヨークではコーヒーによる目覚めのスイッチが必要だった。なぜかポートランドではそれを必要とはしなくなった。

				こんなふうに旅をしているとわかることがある。それは、どこに行ってもその街ならではの朝の時間があり、そこに求める自分の過ごし方も変わるのだ。

				僕はこんなふうに自分の好みや習慣を変えるのは嫌いではない。それが自由ってものだし、その小さな変化が、新しい世界を見せてくれることだってある。

				毎日こうでなきゃいやだ、って思うことくらいつまらないことはないし、たとえば何か問題があっても解決しないという選択肢もある、ということも大切なのだ。

				「旅先で文章を書く気分ってどんな感じだい？」とジャックが聞いた。

				数年前から僕は、日々の生活で感じたことや思ったこと、記憶にとどめておきたい出来事などを文章にして残していた。日記というよりもエッセイに近いものだ。

			

		

		
			
				新しい友だちを見つけるように。
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				クルーネックT

				（半袖）
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				日々の暮らしの中で出会う、すてきだなとか、大切だなとか、これは真実だなと感じた、とても抽象的な気づきや思索を、自分なりの言葉や文章で、目で読めるものにする行為と言おうか、それまで誰も言語化していなかった複雑な感情をシンプルに表す取り組みとでも言おうか、とにかくいつもペンとノートを持ち歩いて、スケッチでも描くように文字を綴っていた。

				「旅先では、より自分らしくなれるというか、もっと心の深いところが見えるような気がするんだ。一人の時間が増えるからかな。そして、その深いところにある自分の宝物のような感情、それは強さだったり弱さだったりする、普段見つめようとしない自分自身の核のような何か。それとしっかり向き合おうとする自分がいる気がする……」

				僕はジャックにこう答えた。

				「なるほど。自分とは何か。それに向き合おうとする気持ちはわかるな。たとえばだけど、僕の場合はTシャツを着ること。それが、君にとっての旅先で書くことに近いように思うんだ」

				ジャックは着ているTシャツのネックのステッチを触りながらこう話した。この日、ジャックはコットンの生地がしっかりとした、お気に入りのTシャツを着ていた。

				「僕にとってTシャツはこれ以上ないシンプルな服。自分を隠せないというか、一番ありのままの自分でいられるという心地よさがありながらも、自分のいろいろなところが見えてしまう怖さもある。でも、自分というのは誰もがそうで

				あるように完璧ではなく、いいところも、そうでないところもあるのが自然であって、そういう自分が好きになれるというかね。まあ、もっとも自分らしくいられるってことかな。要するに、旅の気分とTシャツを着る気分は似ているってことさ……」

				Tシャツとは、服ではあるけれど、単なる服を超越した哲学のような何かを秘めた、すごい服だなと僕は思えた。

				あの日のTシャツのように

				はじめて選んだ服は何かと考えてみた。すると、迷うことなくTシャツだと言える自分がいる。幼い頃の、NFLのフットボールチームのマークがプリントされたTシャツだった。あのTシャツくらい大事にしたものはなかった。

				「新しいTシャツを選ぶのって、新しい友だちを見つけるような感じがするわ……」

				僕とジャックの会話をそばで聞いていたジェーンが言った。

				その言葉に僕もジャックもうなずいた。

				「不思議よね。Tシャツって何故か捨てられないし、ボロボロになっても着たいのよ。それだけ愛着があるというか、やっぱり友だちに近い存在なのかも。だから、ジャックが言うように、一番自分らしくいられるし、リラックスできる服なのよ」

				「昔、単なるインナーウェアだったTシャツを、服として着るというのはきっと革命的なことだったのよ。普段着とはこうでなくてはいけないという常識を変えたというかね。Tシャツを着て出かけるというのは、今では当たり前だけど、昔は考えられなかったと思うわ。プリントしたメッセージやサインで、個人のスタイルを表現する服としても発明だったのよね、きっと」
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				「そうだね。誰もが服を楽しめるということを、Tシャツは人々に与えてくれたんだよ」とジャックは言った。

				僕はアシャを思い出した。パリで服作りを追求した彼女だったが、今はTシャツのみを自分で作り、自分なりの服の新しい意味を見つけようとしていた。いろいろな服を作り続けて、結局、彼女はTシャツに立ち戻ったのだ。　

				「どんなに偉い人でも、家に帰ればTシャツを着る。いや、着たくなる。その時に、着たいと思うTシャツを作りたいとアシャはよく言っているよ。そしてまた、作るのが一番簡単で一番難しい服であるともね……」

				「まあ、誰しも自分を大切にするために、自分を見失わないために、自分を元気にするために、旅というのはよい方法のひとつなんだろうね。そして、Tシャツを着るということはそれに近いんだよ」とジャックは言った。

				「どんな人でも絶対に似合うのもTシャツだよね。人種や体型や職業、生き方や思想も関係なく、似合うのよ……」とジェーンは答えた。

				僕はノートを開き、いつかの出来事を綴ったページを読み返した。それははじめてアメリカに着いた日、雨の中をさまよったサンフランシスコの夜の出来事のことだった。僕は旅先で雨に濡れ、歩き疲れた自分を温めてくれた一枚のTシャツを忘れることはなかった。

				あの時のTシャツのように、今、自分が書いている言葉や

				文章が、いつか世界のどこかで旅をしている誰かのことを温められたらいいなと思った……。
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					リラックスフィットクルーネックTは、毎日の着こなしの基本に新しさを与えるTシャツです。シルエットはよりカジュアルでゆったりとしたフィット。ボーイフレンド的なボクシーカットが特徴です。

					首回りはリブの付け襟仕様、袖口と裾は丈夫かつハンドステッチのようにあたたかみある天地ステッチを採用。細部までこだわり抜いたディテールが自慢です。メンズに見られる本格的なつくりと、女性らしいクールな仕上げ、絶妙なバランスを探しました。
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					生地はさらりとした肌ざわりのハイツイストコットンを使用。柔らかさと硬さの中間のような質感が魅力のコットン100パーセント素材です。カラーバリエーションはベーシックな定番色に加えスモーキーなアクセントカラーを多数ご用意。サイズ展開も豊富です。

					控え目な色味はジャケットの下に着用してオフィスカジュアルに、アクセントカラーはデニムやフレアスカートと合わせてクリーンに、ブロックテックパーカの下にさらりとスポーティに。スタイリングとサイジングによってあらゆる表情を見せてくれるLifeWearです。
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					2019.6.11
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					WOMEN

					オーバーサイズスクエアＴ（5分袖）

					¥1,500 ＋消費税

				

			

			
				
					一番自分らしく、

					一番元気になれて、

					一番好きな服。
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				母の教え

				よく晴れた日曜日の朝、ニューヨークからアシャとニコがやってきた。しばらく、ポートランドで暮らすつもりだ。

				僕らはダウンタウンにある、自然派スーパーマーケットに隣接されたデリカテッセンで遅めの朝食を取ることにした。

				フルーツ好きのニコは、小さくカットされたいちごやメロンやオレンジを好きなだけボウルによそってご満悦だった。

				「思い切りハグをして……」

				サンドイッチを食べ終えたアシャが、僕のそばにやってきて言った。

				「私のために。ニコのためにもね……。ハグに照れないで……」とアシャは耳元でささやいた。

				僕の悪いクセは、ハグに照れてしまうことだった。特に家族に対するスキンシップは、照れを理由にスキップしてしまう時があった。

				夫婦の仲の良い姿を、いつも子どもにたっぷりと見せること。これが二人の約束だった。それが子どもにとっていちばんのしあわせだと思っていたからだ。

				子どもは些細なことでも不安になりがちだ。ニューヨークと

			

		

		
			
				やっぱり夏は

				日本のステテコよね。
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				ポートランドに家族が離れて、しばらく会っていなかったからこそ、今、夫婦がしっかりとハグをして、互いに愛し合う気持ちを確かめる必要があった。

				ニコが産まれてからというもの、僕とアシャは、どうやって育てていこうかと何度も何度も話し合ってきた。二人とも悩んだり迷ったりの連続だった。しかし、とにかくたくさん話し合って、二人の気持ちや考えを一緒にしようと努めた。

				そうやって僕らが見つけた大切なこと。それは、将来のしあわせよりも、今日、今のこの瞬間が子どもにとってしあわせであるように精一杯、接しようということだ。

				そして、親の期待を押しつけるのもやめよう。とにかく、自分たちが子どもと一緒にいる時間を、心から大切にしたいという気持ちでいようと。

				僕はアシャをぎゅっと抱きしめ、そのまま彼女とハグを続けたまま見つめ合った。ニコのほうに振り向くと、ニコはプイと横を向いて嬉しそうに微笑んでいた。

				そのあとに「おいで……」とニコを引き寄せて、ぎゅっとハグをして、「大好きだよ」と言って身体を離した。すると「もっとハグして！おかあさんよりも長く！」とニコは言った。

				そんな二人の姿をアシャは嬉しそうに見つめていた。二人とハグをしたことで、僕自身の心もポカポカとあたたまり、それこそ、今、この瞬間が最高にしあわせなひとときとなった。

				「やっぱりみんなで食べるのがいちばんおいしいね！」とニコは言った。

				いつも元気なニコだけど、こんなふうに僕ら夫婦の仲の良い姿を見せると、もっと元気になって、顔色もぱっと明るくなるのだった。

				お父さんはお母さんが大好き。そしてお母さんもお父さんが大好きであることを、目に見えるようにたっぷり見せることは、子どもにとってほんとうに安心できることだと改めて思った。

				親は子どもを元気にし、また子どもは親を元気にしてくれる。それはまず、親が子どもの今この瞬間を、思い切りしあわせにしようとする気持ちがあってのことなのだ。

				我が家のステテコ

				幼い頃、父はよく僕を落語に連れていってくれた。落語のあとにおいしいものを食べさせてくれるのが実に嬉しかった。

				寄席がある繁華街を、着物を着た父と二人で歩くのは大好きだった。好奇心旺盛だった僕は、見るものすべてについて、「あれは何？」「これは何？」と父に聞いては困らせた。しかし父はそのひとつひとつをていねいに答えてくれた。

				ある日、いつものように落語を聞きに行ったとき、落語家の噺の中に「ステテコ」という言葉が出てきて、僕はその言葉の意味を父に聞いた。

				「下着だよ。ほらお父さんもはいている」と父は言って、自分の着物の裾を開いて見せてくれた。「ああ、それのことなのかあ。ステテコって変な名前だなあ」と僕は笑った。

				僕は落語の帰り道、「ステテコ、ステテコ」という噺家が歌うように言った言葉を憶えて、ずっと口ずさんでいた。父も一緒に歩きながら口ずさんでくれた。

				そんなステテコの思い出がある僕だが、ポートランドにステテコを持ってきていた。もちろん着物の下にはく昔ながらのものではなく、リラックスウェアとして作られた、肌ざわりの良いコットン製のステテコだ。

				これまで何人の外国人に「その気持ち良さそうな
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				パンツはなんだ？」と聞かれたかわからない。その都度、「日本の昔からある下着のひとつで……」と言葉が詰まり、イージーパンツだの、ハーフパンツだのと説明するのだが、結局「ジスイズ・ステテコ」と言って、「ステテコはステテコでしかなく、これは日本の伝統的な日常着」と少し強引に説明をしていた。

				今回、アシャもニコも自分のステテコを持ってきていた。そして、ジャックが借りてくれた家に戻ると、二人はすぐにステテコに着替えた。

				「やっぱり夏は日本のステテコよね」とアシャは言った。

				暑い日は、部屋の中で家族全員がステテコをはいている時があるが、まさかポートランドでもその光景が見れるとは思わなかった。　

				アシャが初めてステテコをはいた時のことを今でもよく憶えている。最初ははくのをためらっていたアシャだったが、ステテコに足を入れた途端に「わあ、気持ちいい。こんなに楽な部屋着は他にはないわね！」といたく感動して、それからはなんの抵抗もなく、いつしかお気に入りの服へとなっていた。故郷エチオピアにも似たようなパンツがあり、その懐かしさもあったようだ。

				「ステテコは日本古来のルームウェアだけど、きっと世界中の誰もが気に入る服のひとつよね。生地や柄を選べば、外も歩けるわ」

				ニコは、僕が教えた「ステテコ、ステテコ」をふざけて歌うように口ずさんでいた。
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					日本の伝統的下着として愛されたステテコをユニクロがアップデート。カジュアルで外ばきしやすいスクラブシャンブレー（無地 / ストライプ）、部分的に織りの変化をつけ、通気性と表面感が特徴のパナマチェック、伝統的な絞り染め、草木染めをイメージした和柄プリントシリーズ、ブルーをテーマにした北斎ブルーとミッキーブルー。そして新たに開発した「エアリズムメッシュ素材」を用いたエアリズムステテコ。

					毎シーズン、素材や色柄バリエーションを豊富にご用意する夏のLifeWearです。
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					ステテコならではのヒザ下丈に、やわらかくて心地よいコットン100パーセント素材を使用。生地が重なるポケット袋をメッシュにして、軽量感と速乾性を工夫。さらにウエストのゴム裏をパイル状にして肌当たりを軽減、フロントは前開きで便利です。

					サラリと快適なエアリズムステテコは、ドライ、消臭、接触冷感、抗菌防臭、ストレッチなどの機能が満載。ボトムスの下にはいても邪魔になりません。ご自宅でのリラックスはもちろん、ワンマイルウェアとして、ジム帰りやシャワー後に、旅先などシーンに合わせて夏を快適に過ごせるアイテムです。
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					MEN

					ホクサイブルーステテコ（前閉じ）

					¥990 ＋消費税

				

			

			
				
					はいたらわかる。

					その優れた心地よさ。

					最初の感動はもっとすごい。

				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				MEN

				ステテコ（和柄・前閉じ）

				¥990 ＋消費税
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				一枚の写真から

				ニューヨークからポートランドに持ってきた荷物の中に、アシャがずっと大切にしてきたものがあった。

				「一九三五 Happy Days at Camp Grable」と記された一枚の古ぼけたモノクロ写真だ。

				僕とアシャが知り合った頃、小旅行に出かけたペンシルバニアのアンティークショップで手に入れたもので、キャンプ場のコテージの前で十人の少女が写った写真だ。

				サマーキャンプの思い出として撮られたものだろう。十代になったばかりの可憐な少女たちが、夏の装いでおしゃれをして、にこやかな笑顔でカメラのレンズを見つめている。

				アシャはこの写真をフォトフレームに入れて、ずっと自分の机の上に飾っていた。

				「ここに写っている十人の少女は、髪型も顔も、体つきも、笑顔も、みんな違っていて、そして着ている服もみんなそれぞれで違うの。この写真を見るたびに思うのよ。おしゃれってこうあるべきよねって……」

				「そして、誰もがもっと自由におしゃれを楽しむべきだって。こんなふうに、髪の色も、肌の色も違ったあらゆる人の、それぞれの自分らしさを引き立てるのが、ほんとうの意味での

			

		

		
			
				ニューヨークから持ってきた宝もの
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				おしゃれであって、服の持っているちからだと思うの……」

				アシャはこう言って、写真をうっとりと見つめた。

				写真の中で、右端に立っているギンガムチェックの丈の短いワンピースを着ている少女がいる。アシャはこの少女の装いと佇まいをいたく気に入っていた。　

				「この子の服は、いたってシンプルで普通なんだけど、すごく上質よね。ほんの少し洒落ていて、心地よさそうで、きっと彼女はこの服が大好きだから、写真を撮る日に着たんだと思う。こんなふうに大好きな服って思われるような服を私も作りたい」

				服の資料や、参考になる古いファッション雑誌や書籍は山のようにあるけれど、自分が学んでいる服作りの思いは、このたった一枚の写真の中にすべてがあるとアシャは言った。

				この少女たちが、アシャの服作りの原点であり、アシャはこの少女たち一人ひとりと対話をするように服作りを学び続けた。

				「この子たちが成長して、大人になったときに大好きと思う服ってどんな服だろう？　そんなことを考えると楽しくなるの。そして、こうも思う。この子たちは今、みんな九十歳くらいでしょ。どんな服を着ているのかな？と……」

				よい服とは

				もうひとつ、アシャがニューヨークから持ってきた宝ものがあった。生前、アシャのおかあさんが、アシャに送ったたくさんの手紙だ。

				そこには、アシャが一人の女性として、また妻であり母として、これからの未来を生きていくために必要な人生哲学のような教えがたくさん書かれていた。

				その中に、服作りをするアシャへのアドバイスとして、おしゃれについて書かれたものがあった。それをよくアシャは僕に読み聞かせてくれた。

				「服を着るにあたって、誰しも体型の良し悪しはとっても大切。けれども、体型よりも大切なこと。それは内面から表れる自信のある美しさ。自分の欠点にとらわれずに、自分の個性と合った服、そして、自分の体型をよく知って選んだ服を着れば、痩せている人も太っている人も、どんなに美しい着こなしができるでしょう。アシャに伝えたいのは、服というのは、人が着ることではじめて美しくなること。そして、着る人が心から安心できる服ということは、その人にとって最上の服だと思うわ……」

				おかあさんは若い頃、小さな仕立て屋で働いていたことがあり、仕事や客を通じて、服やおしゃれについて実地で学んだのだ。だからこそ、服作りを学び始めたアシャに、おかあさんはいろいろなことを伝えたかったのだろう。

				「よい服というのは、それを着ている人に自信を与え、着ている人を素晴らしいと思わせる服のこと」。これがおかあさんからアシャに残した言葉だった。

				アシャはもう一度、十人の少女が写った写真を見て、「彼女たちは、自信と希望に満ちて、みんなそれぞれ個性があって、ほんとうに素晴らしいわ。おかあさんが言っていることはほんとね」と言った。

				「あと、おかあさんはこうも言っていたの……」と言って、
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				アシャが僕に話してくれたとても大好きな話がある。

				それは「ブラウス一枚で一年間過ごせることができる人がいたら、それは素晴らしいベストドレッサーである」という話だ。

				高価なブランド服を着る人がベストドレッサーではなく、生活の工夫と知恵があり、服を着ることを楽しむ人なら、誰もがベストドレッサーになれるという、このおかあさんの言葉は、それこそ本当のおしゃれとは何かを言い得ている。

				僕は、男のおしゃれについて、おかあさんがどんなふうに考えていたのか知りたいと思い、アシャに聞いた。

				アシャは束になった手紙から一通の手紙を抜き出し、「ここに一言だけ書いてある。おしゃれというよりも男らしさのことだけど。どうやら、アメリカ合衆国初代大統領ジョージ・ワシントンが書き残したものらしいわ……」と言った。僕はそれを読んでもらった。

				「男らしさとは、清潔の中の無造作である」

				僕は深い感銘を受けた。この言葉は、これまで出会った多くの人たちが僕に与えてくれた、男としての教えを一言で言い表していた。

				僕はアシャを引き寄せハグをして「ありがとう」と言った。

				僕らの旅は、まだはじまったばかりだった。

				（完）
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					画期的な素材「ドライEX」を採用したドライEXクルーネックTシャツ＆ドライEXショートパンツです。「ドライEX」とは、瞬時に汗を吸収して肌をサラサラに保つ超速乾機能と、汗をかいた後の臭いを抑える抗菌防臭機能を持ち合わせた高性能素材。

					Tシャツ、ショーツ共にサイドの縫い目のないデザインにすることで肌当たりは抜群。何度も細かくパターンを調整して完成した自慢のフォルムです。特に汗をかく場所（Tシャツは脇下、背中、袖下など。ショーツは太腿横から腰上にかけて）に通気性の良い編地を配置し、より快適に着用いただけるようにこだわりました。
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					ドライEXクルーネックTシャツは、ネックテープを細めにして色味を揃えた仕上げ。スポーツはもちろん、デニムやチノパン、アウトドアショーツとの合わせにも相性抜群。幅広くお使いいただけるデザインが自慢です。

					ドライEXショートパンツは、ランニングや外出時に携帯やカードを入れられるように、右横にジッパーポケットを付けました。もちろんご自宅でのリラックス時にもおすすめです。ジムでの運動、フェスやキャンプ、スポーツカジュアルに、そして旅先へも。あらゆるシーンを快適にするLifeWearです。
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					MEN

					ドライEXクルーネックT（半袖）

					¥1,500 ＋消費税

				

			

			
				
					工夫と発明という、

					クオリティが満載な

					ニューベーシック。
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				KIDS

				ドライEXクルーネックT

				（ボーダー・半袖）

				セットアップ可能

				¥990 ＋消費税
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				土曜日が待ち遠しい

				毎週土曜日の朝、一週間分のグラノーラを焼く。

				アメリカで出会って大好きになった料理が三つある。ひとつはパンケーキ。もうひとつはシーザーサラダ。そしてグラノーラだ。

				どれもいたって簡単な家庭料理だけど、簡単であるからこそ、こだわりやアレンジが自由自在で、自分好みにおいしく作ろうと思うと面白いくらいにはまってしまう。

				服で一番好きなのはTシャツだけど、シンプルなTシャツ一枚をすてきに着こなすのが、意外とむつかしいように、グラノーラ作りもおいしく作るのはむつかしい。だから楽しい。毎週土曜日が待ち遠しい。

				グラノーラのこだわりはなんですか？とよく聞かれる。作り始めた頃は風味だった。ほんのりした甘さに、隠し味の塩がアクセントとなって、注いだミルクやヨーグルトに混ざり合うシナモン。その調合を試行錯誤した。

				そんなふうに作り続けて、ある時、気づいた。グラノーラのおいしさは風味ではなく、香ばしい食感であると。スプーンですくって口に入れ、食べた時の、硬くもなく柔らかくもないおいしいと感じる食感。焼き立てであることがよくわかって、食べれば食べるほど、ずっと食べていたくなるような食感が、グラノーラの極みであると発見した。

			

		

		
			
				何年もずっとこんな同じ感じさ。
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				話変わって、土曜日という休日の待ち遠しい楽しみがもうひとつある。仕事を忘れて、いちばん楽で、いちばん自分らしく、いちばん好きな服を着ることだ。

				白のポケットTシャツの上に、大好きなストライプのボタンダウンシャツをジャケットのようにはおる。どちらも二サイズ大きめ。服の中で身体が泳ぐくらいがいい。ボトムはネイビーのスエットパンツ。ジャストサイズでバランスをとる。ソックスはラインの入ったスポーツソックスが気分。

				グラノーラをオーブンで焼いている間に、普段なかなか手にとらない写真集やアートブックをぱらぱらと見ていると、すっと心が安らいでいく。

				旅の目的は、到着することではなく、旅をしているという感覚であると誰かが書いていたが、土曜日という旅を、僕はいつもこんなふうに楽しんでいる。

				自由とは何か

				アメリカの好きな街のひとつに、ノースカロライナ州のアッシュヴィルがある。

				自然豊かなグレートスモーキー山脈の麓に位置し、古くからアーティストやミュージシャンのコミュニティが街のカルチャーを育てた歴史があり、全米で最も住みたい街の一位にもなったことがあるというから興味深い。

				アッシュヴィルの郊外には、かつてアメリカで最も自由なアートカレッジといわれた、伝説のブラック・マウンテンカレッジがあった。

				昔から僕と友人は、ブラック・マウンテンカレッジに憧れを抱いていて、一度、その場所を見てみたいと願い、夏のある日、遠路はるばる車で出かけたのだ。

				現在ブラック・マウンテンカレッジは無く、湖の畔にいくつかの建物を残していたが、跡地は子どもたちのためのサマーキャンプ場になっていた。

				そんなアッシュヴィルで出会ったすてきな老人がいた。老人は小さな書店とカフェを営んでいた。

				「大切なのはなりたい自分をイメージをすることさ。できるだけ具体的に。イメージさえできれば、それは必ず実現できる。とにかくイメージをすること。学びとはすべてそのためのもの……」と、老人は若い僕らに
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				語ってくれた。

				それは「自由ってどういうことですか？」と聞いた答えだった。

				それからずっと経った今でも、僕は老人が語ってくれたその言葉を忘れていない。そしてその意味を考え続けている。老人はサンダルにスポーツソックスで、ショートパンツをはき、Tシャツの上にカーディガンを着ていた。そのスタイルは、実にスタイリッシュで、年齢を超えた自由さに満ちていた。

				「何年もずっとこんな感じさ」と老人は笑った。

				そんなアッシュヴィルの思い出があって、いつしか休日は、ショートパンツにカーディガンという、いわばアッシュヴィル・スタイルが僕の定番になっている。

				なりたい何か、やりたい何か、それをしっかりとイメージさえできれば、イメージをし続ければ、できないことはない。そう自分を信じること。あきらめないこと。

				老人が教えてくれた「自由」の答え。僕は一生忘れないだろう。

				明日のために……。
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					休日も自分らしく

					マイ休日スタイルその１。ボタンダウンの襟ボタンを外す。シャツはジャケットのようにはおるのも好き。これだけで休日っぽくなる。
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					ピシッと清潔感で

					ポケットTは大きめがいい。大きめだからこそ、アイロンをかけて、ぴしっとしたのがいい。アイロンなんてと笑わないでください。

				

			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				
					ボトムはシックに

					休日の定番、スエットパンツは、だらしなくならないようにジャストサイズを選ぶといい。

					ネイビーとブラックを愛用しています。
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					ポケットが好き

					「ポケットは何のためにあるか知ってるかい？自由を持ち歩くために作られたんだよ」という老人の話を、僕は信じている。

				

			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				
					万能なカーディガン

					Tシャツにカーディガンを着たときの、首元のすっきりして涼しげなバランスが好き。暑い日でも一枚はおると上品に。

				

			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				
					いつもロールアップ

					ショートパンツもゆったりした大きめサイズを選ぶ。そして必ず、無造作にロールアップする。足元はいつものスポーツソックス。
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					上から時計回りに

					エクストラファインコットンブロード

					ストライプシャツ（ボタンダウン・長袖）¥1,990 ＋消費税

					オーバーサイズクルーネックT（半袖）¥1,500 ＋消費税

					スウェットパンツ（丈標準68～74cm）¥1,990 ＋消費税

					パイルラインソックス¥390 ＋消費税

				

			

			
				
					これぞ

					僕の大好きな

					LifeWearそのものです。
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					上から時計回りに

					エアリズムUVカットカーディガン（長袖）¥1,990 ＋消費税

					クルーネックＴ（半袖）¥1,000 ＋消費税

					チノハーフパンツ¥1,900 ＋消費税

					パイルラインソックス¥390 ＋消費税
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